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は
じ
め
に

　

談
山
神
社
所
蔵
「
多
武
峯
縁
起
絵
巻
」
は
、
現
在
は
四
巻
に
仕
立
て
ら
れ
て
い

る
が
、
外
題
を
見
る
と
「
多
武
峯
縁
起
」
の
文
字
の
右
下
に
各
々
「
上
之
一
」「
上

之
二
」「
下
之
一
」「
下
之
二
」
と
小
さ
く
書
き
添
え
ら
れ
て
お
り
（
図
１
）、
元

来
は
二
巻
で
あ
っ
た
も
の
が
四
巻
に
改
装
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
、

そ
れ
ぞ
れ
を
上
之
一
巻
、
上
之
二
巻
、
下
之
一
巻
、
下
之
二
巻
と
称
す
る
。
な
お
、

本
絵
巻
の
外
題
は
「
多
武
峯
縁
起
」
で
あ
る
が
、
詞
の
み
の
写
本
と
区
別
す
る
た

め
に
、
本
稿
で
は
「
多
武
峯
縁
起
絵
巻
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

さ
て
、
本
絵
巻
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
通
常
の
絵
巻
と
は
異
な
る
特
徴
が
幾
つ

か
あ
る
。
第
一
に
、
本
絵
巻
は
紙
本
で
は
な
く
絹
本
で
あ
る
。
絹
本
の
絵
巻
と
し

て
は
「
一
遍
聖
絵
」「
春
日
権
現
験
記
絵
」
等
が
著
名
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
天
地
が
大
き
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
が
、
本
絵
巻
も
天
地
は
四
十
八
・
二
セ

ン
チ
と
か
な
り
大
き
い
。
さ
ら
に
絵
絹
の
上
下
に
は
一
・
二
セ
ン
チ
程
度
の
縁
取

が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
縁
取
は
画
中
の
随
所
に
見
ら
れ
る
霞
と
同
系
統
の
青
色

で
あ
り
、
霞
と
同
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

第
二
に
、
詞
書
は
画
中
に
配
さ
れ
た
大
小
色
と
り
ど
り
の
色
紙
形
に
書
か
れ
て

い
る
（
図
２
・
３
）。
上
之
一
巻
に
六
枚
、
以
下
各
巻
に
十
二
枚
、
十
枚
、
十
五

枚
あ
り
、
合
計
は
四
十
三
枚
に
な
る
。
そ
の
一
枚
ず
つ
を
詞
一
段
と
見
な
し
て
お

く
。
こ
の
う
ち
三
枚
（
後
述
の
色
紙
形
番
号
５
・　

・　

）
は
画
面
の
天
地
一
杯
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奈
良
県
桜
井
市
多
武
峰
に
鎮
座
す
る
談
山
神
社
は
、
藤
原
氏
の
始
祖
で
あ
る
藤
原
鎌

足
の
廟
所
で
あ
り
、
鎌
足
を
御
神
体
と
す
る
神
社
で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
多

武
峯
縁
起
絵
巻
」
四
巻
は
、
こ
の
談
山
神
社
に
伝
存
す
る
。
内
容
は
鎌
足
の
伝
記
が
約

三
分
の
二
を
占
め
、
こ
れ
に
多
武
峯
寺
の
草
創
譚
、
興
福
寺
の
中
金
堂
釈
迦
如
来
像
お

よ
び
維
摩
会
の
由
来
、
多
武
峯
の
実
性
僧
都
と
増
賀
僧
都
の
逸
話
、
お
よ
び
鎌
足
の
尊

影
破
裂
の
記
事
が
続
く
。

　

こ
の
よ
う
に
興
味
深
い
内
容
の
絵
巻
で
は
あ
る
が
、
通
常
の
絵
巻
と
は
異
な
る
特
徴

を
有
す
る
た
め
か
、
あ
る
い
は
近
世
の
作
品
で
あ
る
た
め
か
、
著
名
な
場
面
が
部
分
的

に
挿
図
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
多
々
あ
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
絵
巻
全
体
が
本
格
的

に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
（
注
１
）。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
四
巻
四
十

三
段
か
ら
な
る
本
絵
巻
の
全
体
を
概
観
し
、
そ
の
問
題
点
を
抽
出
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
便
宜
上
す
べ
て
色
紙
形
と
称
す
る
。
こ
れ
ら
の
色
紙
形
は

別
絹
を
貼
り
込
む
の
で
は
な
く
、
画
中
に
金
泥
線
で
区
画
を
設
け
、
白
・
朱
・
緑

な
ど
で
彩
色
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
に
は
金
銀
泥
で
風
景
や
草
花
な
ど
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
下
絵
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
な
お
、
色
紙
形
が
画
面
の
上
端

あ
る
い
は
下
端
に
接
す
る
と
こ
ろ
に
は
金
泥
線
が
見
ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
縁
取

に
覆
わ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

第
三
に
、
色
紙
形
に
書
か
れ
て
い
る
詞
書
は
漢
文
で
あ
る
（
注
２
）。
こ
れ
と

同
じ
内
容
の
も
の
は
『
羣
書
類
聚
』
巻
四
百
三
十
六
お
よ
び
『
大
日
本
仏
教
全
書
』

巻
百
十
八
に
「
多
武
峯
縁
起
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
詞
の
み
の
写

本
は
諸
処
に
あ
り
（
注
３
）、
談
山
神
社
に
も
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
の
本

奥
書
を
有
す
る
江
戸
時
代
初
頃
の
書
写
本
一
巻
が
伝
存
す
る
（
以
下
「
漢
文
縁
起
」

と
称
す
る
）。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
塩
出
雅
氏
が
翻
刻
と
書
き
下
し
文
を
作
成
し
、

本
絵
巻
、
羣
書
類
聚
本
お
よ
び
大
日
本
仏
教
全
書
本
と
校
合
さ
れ
て
い
る
（
注
４
）。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
部
の
段
に
順
序
の
異
動
が
あ
る
ほ
か
、
細
か
な
字
句
の
異
同

は
多
々
あ
る
が
、
内
容
は
大
差
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

第
四
に
、
画
面
は
長
大
な
連
続
画
面
を
形
成
す
る
。
先
述
の
よ
う
に
画
面
の
天

地
一
杯
に
わ
た
る
色
紙
形
が
三
枚
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
は
通
常
の
絵
巻
の
よ
う
に

詞
書
で
段
ご
と
に
分
断
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
そ
の
結
果
、
長
い
も
の
で
は
五
メ
ー

ト
ル
近
い
画
面
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
天
地
も
大
き
い
の
で
、
霞
や
金
雲

を
用
い
て
上
下
二
段
に
区
分
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
特
異
な
画

面
構
成
は
、
詞
書
が
色
紙
形
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
と
も
相
併
せ
、
本
絵
巻
の
図

様
が
元
来
は
壁
画
な
ど
の
大
画
面
に
描
か
れ
て
い
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
（
注
５
）。

　

以
上
四
点
の
特
徴
の
う
ち
特
に
注
目
し
た
い
の
は
第
四
点
で
あ
る
が
、
そ
の
考

察
は
別
稿
に
穣
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
、
本
絵
巻
全
体
の
内
容
を
概
観
す
る
。
記

述
の
基
本
方
針
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
）
色
紙
形
の
番
号

　

色
紙
形
は
四
巻
合
わ
せ
て
四
十
三
枚
あ
る
。
こ
れ
に
巻
頭
か
ら
順
に
１
か
ら　
43

の
番
号
を
付
し
た
。
た
だ
し
、
３
と
４
は
「
漢
文
縁
起
」
の
順
に
従
い
逆
順
と
し

た
。
こ
の
番
号
は
対
応
す
る
内
容
を
描
い
て
い
る
画
面
に
も
適
用
し
た
。
図
７
〜

　

で
は
、
画
面
上
辺
に
色
紙
形
の
番
号
１
か
ら　

を
付
し
、
画
面
下
辺
に
は
こ
れ

10

43

に
対
応
す
る
絵
の
番
号
と
し
て
�
か
ら
�
を
付
し
た
。
絵
の
番
号
を
丸
付
き
に
し

た
の
は
、
単
に
色
紙
形
の
番
号
と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。

（
二
）
各
段
の
標
題

　

便
宜
上
、
各
段
に
標
題
を
付
し
た
（
注
６
）。
詞
書
の
中
の
字
句
を
用
い
て
四

字
熟
語
を
作
成
す
る
の
を
原
則
と
し
た
が
、
１
「
懐
妊
霊
夢
」
の
「
霊
」
の
よ
う

に
原
文
に
は
な
い
文
字
を
使
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
の
標
題
は
、
各
段
の
詞
書

全
文
の
内
容
を
勘
案
し
、
そ
の
主
題
と
し
て
相
応
し
い
字
句
を
選
ん
だ
の
で
、
絵

の
内
容
か
ら
見
る
と
ず
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
６
の
画
面
に
は
中
大
兄

王
が
法
興
寺
で
蹴
鞠
を
す
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
標
題
は
王
と
鎌
足
が

「
魚
水
の
如
く
為
り
て
、
互
ひ
に
素
懐
を
述
べ
て
敢
へ
て
匿
す
所
な
し
」
か
ら

「
魚
水
素
懐
」
を
取
っ
た
。
全
段
の
標
題
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

１
懐
妊
霊
夢　
　

２
鎌
足
誕
生　
　

３
丈
夫
従
行　
　

４
蝦
夷
企
叛

　
　

５
山
背
自
経　
　

６
魚
水
素
懐　
　

７
蝦
夷
起
家　
　

８
藤
下
談
謀

　
　

９
婚
姻
作
昵　
　
　

山
田
従
命　
　
　

詐
唱
表
文　
　
　

鹿
履
三
転

10

11

12
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入
鹿
解
剣　
　
　

鎌
足
責
励　
　
　

入
鹿
怪
問　
　
　

誅
殺
入
鹿

13

14

15

16

　
　
　

席
障
掩
屍　
　
　

賜
与
鹿
屍　
　
　

蝦
夷
投
火　
　
　

古
人
出
家

17

18

19

20

　
　
　

孝
徳
即
位　
　
　

下
賜
寵
姫　
　
　

造
立
釈
迦　
　
　

鎌
足
罹
病

21

22

23

24

　
　
　

維
摩
濫
觴　
　
　

定
恵
入
唐　
　
　

天
智
臨
幸　
　
　

賜
姓
藤
原

25

26

27

28

　
　
　

鎌
足
薨
去　
　
　

定
恵
霊
夢　
　
　

攀
登
清
涼　
　
　

定
恵
留
材

29

30

31

32

　
　
　

定
恵
謁
弟　
　
　

掘
取
遺
骸　
　
　

談
峯
起
塔　
　
　

建
立
妙
楽

33

34

35

36

　
　
　

安
置
霊
像　
　
　

陵
山
鳴
動　
　
　

興
福
伽
藍　
　
　

修
維
摩
会

37

38

39

40

　
　
　

実
性
僧
都　
　
　

増
賀
上
人　
　
　

尊
影
破
裂

41

42

43

　

内
容
か
ら
見
る
と
１
〜　

が
鎌
足
の
伝
記
、　

〜　

が
多
武
峯
の
草
創
と
神
威

29

30

38

に
関
す
る
も
の
、　

〜　

が
興
福
寺
関
係
、　

〜　

が
多
武
峯
の
僧
の
逸
話
で
あ

39

40

41

42

る
。
そ
し
て
、　

は
鎌
足
の
尊
影
破
裂
に
ち
な
ん
で
多
武
峯
の
威
勢
を
語
る
も
の

43

で
あ
り
、
本
絵
巻
の
掉
尾
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

（
三
）〔
詞
〕
に
つ
い
て

　

各
段
の
詞
書
を
要
約
し
た
。
た
だ
し
紙
数
の
都
合
に
よ
り
全
文
の
内
容
で
は
な

く
、
絵
と
関
連
の
深
い
部
分
を
選
ん
で
略
述
す
る
こ
と
と
し
、
会
話
や
修
飾
的
な

部
分
は
で
き
る
限
り
割
愛
し
た
。
人
物
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
鎌
足
は

「
大
臣
」「
中
臣
の
連
」「
内
臣
」「
大
織
冠
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
便

宜
上
「
鎌
足
」
に
統
一
し
た
。
他
の
人
物
に
つ
い
て
も
同
様
に
処
理
し
た
。
漢
字

は
原
文
通
り
で
は
な
く
、
新
字
体
に
統
一
し
た
。
な
お
、
他
本
と
の
校
合
や
歴
史

的
事
実
と
の
関
連
な
ど
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。

（
四
）〔
絵
〕
に
つ
い
て

　

各
段
の
絵
に
解
説
を
付
し
た
。
場
面
内
容
を
読
み
解
き
、
主
要
人
物
や
場
所
の

特
定
を
は
か
る
こ
と
を
主
眼
と
し
、
併
せ
て
表
現
の
特
質
や
注
目
す
べ
き
点
に
つ

い
て
思
う
と
こ
ろ
を
述
べ
た
。
概
し
て
言
え
ば
、
詞
の
内
容
は
七
世
紀
の
出
来
事

で
あ
る
が
、
絵
の
表
現
は
全
般
的
に
平
安
鎌
倉
時
代
頃
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
建
物
は
寝
殿
造
風
で
あ
り
、
男
は
束
帯
あ
る
い
は
直
衣
等
を
、
女
は
十
二

単
等
を
着
て
い
る
。
ま
た
、
風
景
描
写
や
そ
れ
を
描
く
画
風
な
ど
も
含
め
て
「
春

日
権
現
験
記
絵
」
や
「
石
山
寺
縁
起
絵
巻
」
な
ど
に
類
似
し
た
雰
囲
気
が
あ
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
絵
巻
が
制
作
さ
れ
た
時
代
の
特
色
も
色
濃
く
出
て

お
り
、
画
面
の
随
所
に
霞
と
と
も
に
描
か
れ
て
い
る
金
雲
を
は
じ
め
、
畳
を
敷
き

詰
め
た
室
内
、
襖
障
子
・
屏
風
の
絵
な
ど
は
多
分
に
近
世
的
な
表
現
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
点
は
本
絵
巻
の
表
現
を
考
え
る
上
で
非
常
に
興
味
深
い
も
の
で
あ

る
が
、
各
段
で
述
べ
始
め
る
と
際
限
が
な
く
な
る
の
で
省
略
し
た
。
画
風
も
含
め
、

稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ま
た
、
詞
の
内
容
に
は
仏
伝
や
聖
徳
太
子
伝
、
他
の
高
僧
伝
な
ど
か
ら
の
影
響

が
窺
え
る
部
分
が
あ
る
が
、
絵
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
例
え
ば
５

「
山
背
自
経
」
の
第
一
場
面
に
は
、
中
世
に
流
行
し
た
合
戦
絵
と
の
影
響
関
係
な

ど
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
も
別
稿
で
の
課
題
と
し
た
い
。

　
　
　

一　

上
之
一
巻

【
１
】
懐
妊
霊
夢

﹇
詞
﹈
藤
原
氏
の
始
祖
で
あ
る
大
織
冠
内
大
臣
鎌
足
は
、
天
の
兒
屋
根
の
命
の
二

十
一
世
の
孫
で
、
小
徳
冠
中
臣
御
食
子
卿
の
長
子
で
あ
る
。
母
は
大
徳
冠
大
伴
久
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比
古
卿
の
女
で
、
大
伴
夫
人
で
あ
る
。
懐
妊
の
時
、
母
は
身
体
か
ら
藤
花
が
生
い

出
て
日
本
中
に
広
が
り
満
ち
あ
ふ
れ
る
と
い
う
夢
を
見
た
。
胎
内
に
あ
る
こ
と
十

二
ヶ
月
、
そ
の
声
は
外
ま
で
聞
こ
え
た
と
い
う
。

﹇
絵
﹈
鎌
足
の
母
が
眠
る
と
こ
ろ
。

　

１
か
ら
４
ま
で
が
一
連
の
画
面
で
展
開
す
る
。
画
面
は
霞
と
金
雲
で
上
下
に
区

分
さ
れ
て
お
り
、
下
半
部
に
１
と
３
が
、
上
半
部
に
２
と
４
が
描
か
れ
る
。
た
だ

し
、
冒
頭
の
画
面
上
半
部
で
色
紙
形
１
と
２
の
間
に
挿
入
さ
れ
た
遠
山
は
１
の
背

景
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
画
面
下
半
部
の
門
前
の
風
景
と
と
も
に
本
絵
巻
の
導
入

部
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

１
に
は
鎌
足
の
父
御
食
子
卿
の
邸
が
広
や
か
に
描
か
れ
る
。
画
面
は
流
水
か
ら

始
ま
り
、
門
前
に
は
警
護
の
も
の
と
思
し
き
男
た
ち
が
四
人
い
る
。
三
人
は
鎧
を

着
て
武
具
を
身
に
つ
け
、
も
う
一
人
は
膝
を
抱
え
て
居
眠
り
を
す
る
。
そ
の
様
子

は
七
世
紀
と
は
ほ
ど
遠
く
、
む
し
ろ
中
世
の
絵
巻
を
思
わ
せ
る
。
門
の
内
側
に
は

寝
殿
造
風
の
建
物
が
描
か
れ
、
そ
の
中
心
部
の
奥
の
部
屋
で
鎌
足
の
母
が
眠
っ
て

い
る
。
室
内
に
は
畳
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
点
は
中
世
と
い
う
よ
り
も

近
世
的
な
表
現
で
あ
る
。
傍
ら
の
燭
台
は
夜
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
。
画
面
左

下
に
は
流
水
と
土
坡
、
高
く
そ
び
え
る
崖
な
ど
の
風
景
が
描
か
れ
、
そ
の
土
坡
は

４
の
色
紙
形
の
左
方
ま
で
続
い
て
い
る
。
画
面
上
方
に
は
霞
と
金
雲
が
か
け
ら
れ

る
が
、
そ
の
中
に
朱
地
に
金
の
切
箔
を
散
ら
し
た
雲
が
あ
る
。
全
巻
を
通
じ
て
こ

こ
に
だ
け
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
り
、
画
面
冒
頭
を
よ
り
一
層
華
や
か
に
演
出
す
る

効
果
を
も
つ
。

　

詞
に
は
母
が
夢
を
見
た
と
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
画
面
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

懐
妊
に
あ
た
っ
て
霊
夢
を
見
る
の
は
、
仏
伝
以
来
、
高
僧
伝
に
よ
く
あ
る
話
で
あ

り
、
聖
徳
太
子
伝
で
は
金
色
の
僧
が
、
弘
法
大
師
伝
で
は
聖
人
（
画
面
で
は
僧
形
）

が
現
れ
る
。
鎌
足
の
場
合
は
、
藤
原
氏
を
象
徴
す
る
「
藤
花
」
と
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
た
だ
し
、
仏
伝
図
や
聖
徳
太
子
絵
伝
、
弘
法
大
師
絵
伝
な
ど
で
は
、
夢
の

中
に
現
れ
た
も
の
も
画
面
に
描
か
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
ま
た
、
懐
妊
の
月
を

「
十
有
二
月
」
と
す
る
の
も
聖
徳
太
子
伝
や
弘
法
大
師
伝
と
同
じ
で
あ
る
。
２
の

詞
に
は
、
外
祖
母
が
母
に
「
汝
の
児
、
懐
妊
の
月
、
常
人
と
異
な
れ
り
。
凡
子
に

非
ず
、
必
ず
神
功
有
ら
ん
。」
と
語
っ
た
と
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
常
人
と
は
異

な
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

【
２
】
鎌
足
誕
生

﹇
詞
﹈
推
古
天
皇
の
二
十
二
年
（
六
一
四
）
八
月
十
五
日
、
鎌
足
は
大
和
国
高
市

郡
大
原
の
藤
原
邸
で
生
ま
れ
た
。
こ
の
時
、
野
獣
が
鎌
を
献
じ
た
と
い
う
。

﹇
絵
﹈
ア
、
父
御
食
子
卿
が
赤
子
の
鎌
足
を
抱
く
と
こ
ろ
。
イ
、
野
獣
が
鎌
を
献

じ
る
と
こ
ろ
。

　

１
の
画
面
の
上
方
に
色
紙
形
と
絵
が
配
さ
れ
る
。
１
と
同
じ
く
御
食
子
卿
の
邸

で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
の
方
が
人
々
が
多
く
賑
や
か
で
あ
る
。
邸
内
は
二
つ
の
部
屋

に
仕
切
ら
れ
、
左
の
広
い
方
に
赤
子
の
鎌
足
を
抱
く
御
食
子
卿
が
描
か
れ
る
（
ア
）。

三
人
の
女
は
母
と
外
祖
母
、
乳
母
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
室
内
に
は
屏

風
が
立
て
廻
ら
さ
れ
て
お
り
、
近
世
風
の
金
碧
花
鳥
図
ら
し
き
画
面
が
見
え
る
。
そ

の
縁
先
に
鎌
を
銜
え
た
「
野
獣
」
が
近
づ
く
が
（
イ
）、
屋
内
の
者
た
ち
は
ま
だ

誰
も
気
づ
い
て
い
な
い
。「
野
獣
」
が
何
で
あ
る
か
が
問
題
で
あ
る
が
、
画
面
で
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は
狐
の
よ
う
に
見
え
る
。
隣
室
で
は
男
が
二
人
対
座
し
て
い
る
が
、
誰
で
あ
る
か

不
明
で
あ
る
。
縁
の
右
端
に
は
陰
陽
師
が
い
る
。
ま
た
、
左
方
の
内
庭
で
は
男
た

ち
が
出
産
に
際
し
て
魔
除
け
の
弓
を
鳴
ら
し
て
い
る
。
邸
の
左
に
は
馬
小
屋
が
描

か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
聖
徳
太
子
絵
伝
以
来
、
高
僧
絵
伝
の
誕
生
の
場
面
に
頻

出
す
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。

【
３
】
丈
夫
従
行

﹇
詞
﹈
鎌
足
は
生
ま
れ
つ
き
聡
明
で
、
幼
年
か
ら
学
を
好
ん
で
博
く
諸
書
を
読
ん

だ
。
あ
る
人
が
言
う
に
は
、
勇
壮
な
丈
夫
が
二
人
、
常
に
鎌
足
に
付
き
従
っ
て
い

た
と
い
う
。

﹇
絵
﹈
鎌
足
に
丈
夫
二
人
が
付
き
従
う
と
こ
ろ
。

　

色
紙
形
は
２
の
画
面
の
左
に
あ
る
が
、
こ
れ
に
続
く
絵
は
次
の
４
を
表
わ
し
て

お
り
、
３
の
絵
は
１
の
画
面
の
左
に
配
さ
れ
た
４
の
色
紙
形
の
左
で
展
開
す
る
。
こ

の
色
紙
形
と
絵
の
錯
綜
し
た
関
係
は
、
３
と
４
の
色
紙
形
を
交
換
す
れ
ば
解
消
す

る
こ
と
か
ら
、
現
状
の
色
紙
形
の
配
置
が
誤
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
画
面
右
に

鎌
足
邸
が
あ
り
、
庭
に
二
人
の
「
丈
夫
」
を
従
え
た
鎌
足
が
立
っ
て
い
る
。「
丈

夫
」
は
甲
冑
を
着
け
た
天
部
の
姿
で
表
さ
れ
る
。
弘
法
大
師
伝
に
は
、
幼
年
の
大

師
に
四
天
王
が
随
従
し
天
蓋
を
差
し
か
け
て
い
た
と
い
う
事
績
が
あ
り
、
こ
れ
と

の
類
似
性
が
注
目
さ
れ
る
。
詞
は
鎌
足
に
つ
い
て
「
人
と
爲
り
偉
雅
に
し
て
、
風

姿
特
に
秀
づ
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
画
中
の
鎌
足
も
こ
こ
で
は
盛
装
し
た
堂
々
た

る
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。

【
４
】
蝦
夷
企
叛

﹇
詞
﹈
舒
明
天
皇
の
九
年
（
六
三
七
）
の
頃
、
大
臣
蘇
我
蝦
夷
は
豊
浦
の
大
臣
と

号
し
、
謀
叛
を
企
て
た
。
皇
極
天
皇
の
元
年
（
六
四
二
）、
そ
の
子
息
の
入
鹿
は

自
ら
国
政
を
執
り
、
父
よ
り
も
威
勢
が
勝
っ
て
い
た
。

﹇
絵
﹈
蝦
夷
が
謀
叛
を
企
て
る
と
こ
ろ
か
。

　

先
述
の
ご
と
く
４
の
色
紙
形
は
３
の
絵
の
右
に
あ
り
、
絵
は
３
の
色
紙
形
の
左

に
描
か
れ
て
い
る
。
画
面
右
の
寝
殿
風
の
建
物
の
中
に
座
し
て
い
る
の
が
蝦
夷
と

入
鹿
親
子
で
あ
ろ
う
か
。
庭
に
は
鎧
を
着
け
弓
矢
を
帯
び
た
者
た
ち
が
集
ま
っ
て

い
る
。
庭
の
流
水
に
架
か
る
橋
を
渡
る
人
物
は
来
訪
者
と
思
わ
れ
、
門
前
に
主
待

ち
の
牛
車
が
描
か
れ
て
い
る
。
以
上
の
内
容
か
ら
は
舒
明
九
年
と
皇
極
元
年
い
ず

れ
の
記
事
に
あ
た
る
場
面
か
決
定
し
が
た
い
が
、
武
装
し
た
人
物
た
ち
を
叛
意
の

表
れ
と
見
な
し
、
ひ
と
ま
ず
前
者
と
考
え
て
お
く
。

【
５
】
山
背
自
経

﹇
詞
﹈
皇
極
天
皇
の
二
年
（
六
四
三
）
十
一
月
、
入
鹿
は
聖
徳
太
子
の
子
で
あ
る

山
背
大
兄
王
を
殺
そ
う
と
し
て
班
鳩
宮
を
襲
撃
し
た
。
王
は
子
弟
等
を
率
い
生
駒

山
に
隠
れ
た
が
、
我
身
の
た
め
に
人
々
を
煩
わ
せ
る
こ
と
を
厭
い
、
斑
鳩
宮
に
還
っ

て
子
弟
等
と
自
殺
し
た
。

﹇
絵
﹈
ア
、
入
鹿
が
斑
鳩
宮
を
襲
い
、
火
を
放
つ
と
こ
ろ
。
イ
、
山
背
大
兄
王
が

子
弟
等
を
率
い
て
生
駒
山
に
隠
れ
る
と
こ
ろ
。
ウ
、
斑
鳩
宮
に
戻
っ
て
塔
の
中
で

自
殺
し
、
昇
天
す
る
と
こ
ろ
。

　

色
紙
形
が
画
面
の
天
地
一
杯
に
わ
た
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
画
面
は
一
旦
分
断
さ
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れ
る
。
こ
れ
以
降
、
５
と
６
が
一
連
の
画
面
に
描
か
れ
る
。
画
面
は
霞
と
金
雲
で

上
下
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、
ア
は
下
半
部
で
、
イ
と
ウ
は
上
半
部
で
展
開
す
る
。

ア
は
斑
鳩
宮
で
あ
り
、
門
と
塀
あ
る
い
は
回
廊
が
三
列
ほ
ど
平
行
に
建
ち
並
ぶ
。
そ

の
内
外
を
鎧
甲
を
着
け
た
武
士
た
ち
が
騎
馬
あ
る
い
は
徒
歩
で
駆
け
廻
り
、
互
い

に
弓
を
射
か
け
合
う
。
そ
の
様
子
は
中
世
に
流
行
し
た
合
戦
絵
の
一
齣
の
よ
う
で

あ
る
。
二
列
目
の
回
廊
と
三
列
目
の
塀
の
間
に
既
に
火
を
か
け
ら
れ
た
建
物
が
あ

る
。
画
面
左
半
の
門
外
に
あ
た
る
部
分
に
は
、
説
話
と
は
直
接
関
係
の
な
い
、
ま

る
で
景
物
画
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
長
閑
な
風
景
が
広
が
る
が
、
ち
な
み
に
刈
田
も

そ
の
間
を
流
れ
る
川
の
中
の
鴛
鴦
も
「
十
一
月
」
に
相
応
し
い
冬
の
景
物
で
あ
る
。

　

イ
は
画
面
上
半
部
で
展
開
し
、
生
駒
山
の
風
景
が
広
が
る
。
山
間
に
角
髪
を

結
っ
た
皇
子
た
ち
と
鎧
を
着
け
た
従
者
ら
が
見
え
る
。
そ
の
左
に
ウ
が
続
き
、
場

面
は
再
び
斑
鳩
宮
に
戻
る
。
こ
こ
で
は
五
重
塔
と
堂
を
回
廊
が
囲
ん
で
い
る
が
、

建
物
は
ア
と
同
様
の
右
斜
め
下
が
り
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
詞
に
は
「
斑
鳩
の

宮
に
還
り
遂
に
子
弟
等
と
自
ら
絞
れ
て
死
す
」
と
あ
る
が
、
別
に
「
一
説
に
曰
く

（
略
）
山
中
よ
り
出
で
斑
鳩
の
宮
の
塔
中
に
入
り
大
誓
願
を
立
て
」
と
も
記
さ
れ

て
い
る
。
本
絵
巻
の
図
様
は
塔
を
描
い
て
い
る
点
で
後
者
に
よ
り
よ
く
合
致
す
る
。

塔
の
周
り
に
は
天
空
を
見
上
げ
な
が
ら
合
掌
す
る
人
々
が
描
か
れ
て
い
る
。「
聖

徳
太
子
絵
伝
」
で
は
、
皇
子
た
ち
が
塔
か
ら
昇
天
し
て
い
く
姿
が
描
か
れ
る
こ
と

が
多
い
が
、
本
絵
巻
で
は
霞
の
上
に
霊
雲
が
漂
う
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
イ
と
ウ

は
ア
よ
り
も
人
物
等
が
小
さ
く
描
か
れ
て
お
り
、
画
面
の
上
下
で
遠
近
感
が
表
出

さ
れ
て
い
る
。

【
６
】
魚
水
素
懐

﹇
詞
﹈
皇
極
天
皇
の
三
年
（
六
四
四
）
三
月
、
中
大
兄
王
（
後
の
天
智
天
皇
）
は

法
興
寺
の
槻
樹
の
下
で
蹴
鞠
を
し
た
。
こ
の
時
、
皮
鞋
が
脱
げ
落
ち
た
の
を
入
鹿

は
笑
っ
た
が
、
鎌
足
は
拾
い
上
げ
て
王
に
献
じ
た
。
こ
れ
以
後
、
王
と
鎌
足
は
水

魚
の
交
わ
り
を
結
ん
だ
。

﹇
絵
﹈
鎌
足
が
中
大
兄
王
に
皮
鞋
を
献
じ
る
と
こ
ろ
。

　

５
の
ウ
の
左
に
色
紙
形
が
あ
り
、
そ
の
左
に
法
興
寺
の
伽
藍
が
描
か
れ
る
。
金

堂
と
回
廊
、
中
門
と
回
廊
、
南
大
門
と
塀
と
思
し
き
建
物
が
平
行
に
建
ち
並
ぶ
。
こ

れ
も
５
の
斑
鳩
宮
と
同
様
に
全
て
右
斜
め
下
が
り
で
あ
り
、
特
に
中
門
と
回
廊
は
、

霞
と
金
雲
に
隔
て
ら
れ
て
は
い
る
が
、
画
面
下
半
部
の
斑
鳩
宮
の
左
端
の
門
と
塀

に
そ
の
ま
ま
連
な
る
よ
う
に
見
え
る
。
さ
ら
に
中
門
の
内
側
左
手
に
三
重
塔
、
金

堂
の
奥
に
も
回
廊
が
あ
る
。
蹴
鞠
は
金
堂
の
前
で
行
わ
れ
て
お
り
、
皮
鞋
の
脱
げ

落
ち
た
右
足
を
上
げ
て
い
る
の
が
中
大
兄
王
、
そ
の
前
で
低
頭
し
赤
い
皮
鞋
を
献

じ
る
の
が
鎌
足
、
そ
の
背
後
で
二
人
の
方
を
指
さ
し
て
い
る
の
が
入
鹿
で
あ
る
。

傍
ら
に
一
本
の
枯
れ
木
が
あ
り
、
こ
れ
が
「
槻
樹
」
で
あ
ろ
う
か
。
門
前
に
は
牛

車
が
立
ち
並
び
、
賑
や
か
な
雰
囲
気
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
絵
巻
に
よ
く
見
ら
れ
る

モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
画
面
上
方
に
は
霞
と
金
雲
が
か
け
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
上
方

に
遠
山
が
連
な
る
。

　
　
　

二　

上
之
二
巻

【
７
】
蝦
夷
起
家
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﹇
詞
﹈
舒
明
天
皇
の
三
年
（
六
三
一
）
十
一
月
、
蝦
夷
は
甘
橿
の
岡
に
家
を
建
て
、

蝦
夷
の
家
を
上
宮
門
、
入
鹿
の
家
を
春
宮
門
と
呼
ん
だ
。
外
に
は
城
槨
を
構
え
、

門
の
傍
に
武
庫
を
建
て
た
。
さ
ら
に
畝
火
の
東
に
池
を
掘
っ
て
「
城
」
と
し
た
。

﹇
絵
﹈
蝦
夷
の
家
と
入
鹿
の
家
、
お
よ
び
「
城
」
の
様
子
。

　

７
か
ら　

ま
で
が
一
連
の
画
面
で
展
開
す
る
。
７
は
百
六
十
セ
ン
チ
余
に
及
ぶ

15

長
大
な
画
面
で
、　

天
智
臨
幸
の
ア
、
お
よ
び
５
襲
斑
鳩
宮
の
ア
に
次
ぐ
長
さ
で

27

あ
る
。
画
面
右
上
隅
に
色
紙
形
を
配
し
、
そ
の
左
に
一
つ
目
の
家
を
や
や
小
さ
目

に
、
そ
の
左
下
方
に
二
つ
目
の
家
を
や
や
大
き
目
に
描
く
。
建
物
は
門
と
塀
も
含

め
全
て
右
斜
め
下
が
り
に
統
一
さ
れ
て
い
る
が
、
画
面
の
位
置
に
応
じ
て
大
小
の

差
を
つ
け
、
長
大
な
画
面
の
中
に
遠
近
感
を
表
出
し
て
い
る
。
二
つ
の
家
の
主
人

を
見
比
べ
る
と
、
一
つ
目
の
方
が
若
く
見
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
便
宜
上

こ
ち
ら
を
入
鹿
、
他
方
を
蝦
夷
と
仮
定
し
て
お
こ
う
。
入
鹿
の
家
の
門
前
に
は
牛

車
と
馬
が
描
か
れ
、
画
面
右
下
に
は
土
坡
を
幾
重
に
も
重
ね
た
山
景
が
描
か
れ
る
。

一
方
、
蝦
夷
の
家
の
上
方
に
は
霞
と
金
雲
の
向
こ
う
に
遠
山
が
描
か
れ
る
。
こ
の

金
雲
は
入
鹿
の
家
か
ら
蝦
夷
の
家
に
か
け
て
雁
行
す
る
よ
う
に
か
か
っ
て
お
り
、

二
つ
の
場
面
を
結
ぶ
働
き
を
し
て
い
る
。
蝦
夷
の
家
の
左
方
に
は
土
坡
と
崖
、
屈

曲
し
た
水
流
な
ど
の
風
景
が
続
く
が
、
そ
こ
に
も
霞
と
金
雲
が
か
か
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
上
方
に
畝
火
の
「
城
」
の
様
子
が
表
さ
れ
る
。「
城
」
は
土
塁
、

堀
、
柵
な
ど
で
囲
わ
れ
、
櫓
、
塀
な
ど
の
建
築
物
を
有
す
る
防
御
施
設
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
は
逆
茂
木
付
き
の
板
塀
、
弓
矢
を
備
え
警
護
の
者
が
詰
め
る
隅
櫓
、
深
く

掘
ら
れ
た
池
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
段
は
「
漢
文
縁
起
」
で
は
順
序
が
異
な
り
、
４
「
蝦
夷
企
叛
」
の
次
に
位

置
す
る
。
ま
た
、『
日
本
書
紀
』
は
こ
れ
を
皇
極
三
年
（
六
四
四
）
の
こ
と
と
す

る
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
別
稿
で
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

【
８
】
藤
下
談
謀

﹇
詞
﹈
中
大
兄
王
と
鎌
足
は
倉
橋
山
の
藤
花
の
下
で
入
鹿
討
伐
の
謀
を
相
談
し
た
。

そ
の
場
所
を
「
談
岑
」
と
言
い
、
後
に
は
「
多
武
」
の
二
字
を
用
い
た
。

﹇
絵
﹈
中
大
兄
王
と
鎌
足
が
倉
橋
山
で
相
談
す
る
と
こ
ろ
（
藤
花
は
描
か
れ
て
い

な
い
）。

　

色
紙
形
は
画
面
右
上
隅
に
あ
り
、
そ
の
下
か
ら
左
に
か
け
て
倉
橋
山
の
風
景
が

広
が
る
。
山
は
な
だ
ら
か
な
山
腹
も
あ
る
が
、
ご
つ
ご
つ
し
た
岩
肌
の
崖
が
屹
立

す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
全
体
的
に
は
険
し
い
山
中
の
奥
深
い
所
と
い
っ
た
イ
メ
ー

ジ
で
あ
る
。
山
の
端
あ
た
り
の
木
々
は
小
さ
く
描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て

生
じ
る
遠
近
感
も
山
の
奥
深
さ
を
強
調
す
る
。
画
面
中
央
に
描
か
れ
た
二
人
の
う

ち
向
か
っ
て
右
が
中
大
兄
王
、
左
が
鎌
足
で
あ
る
が
、
王
の
顔
は
６
よ
り
も
若
々

し
く
描
か
れ
て
お
り
、
髭
も
な
い
。
９
以
降
に
登
場
す
る
王
の
相
貌
は
６
の
表
現

に
相
似
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
８
の
み
が
異
質
な
表
現
で
あ
り
、
制
作
過
程
で
何

ら
か
の
錯
誤
が
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
藤
原
氏
の
象
徴
で
あ
る
「
藤

花
」
が
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
も
不
思
議
で
あ
る
。
二
人
か
ら
少
し
離
れ
た
所
に

従
者
が
三
人
控
え
て
い
る
。

　

画
面
の
右
端
は
崖
が
不
自
然
な
ほ
ど
に
ほ
ぼ
垂
直
に
な
っ
て
い
る
が
、
７
の
流

水
と
巧
く
融
合
し
て
一
連
の
風
景
の
よ
う
に
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
左
端
は
色
紙

形
９
の
右
辺
の
延
長
線
上
で
図
様
が
完
全
に
切
断
さ
れ
て
い
る
（
図
４
）。
画
面



奈　良　大　学　紀　要　 第33号 36

中
央
お
よ
び
下
方
に
か
か
る
霞
と
金
雲
は
辛
う
じ
て
連
続
す
る
が
、
お
よ
そ
連
続

画
面
構
成
ら
し
か
ら
ぬ
場
面
転
換
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
不
自
然
な
場
面
転
換
が
、

本
絵
巻
中
に
は
他
に
三
カ
所
あ
る
。

【
９
】
婚
姻
作
昵

﹇
詞
﹈
鎌
足
は
中
大
兄
王
に
蘇
我
山
田
石
川
麻
呂
を
味
方
に
つ
け
る
こ
と
を
提
案

し
、
ま
ず
石
川
麻
呂
と
姻
戚
関
係
を
結
ぶ
こ
と
を
勧
め
た
。

﹇
絵
﹈
中
大
兄
王
と
鎌
足
が
語
り
合
う
と
こ
ろ
。

　

色
紙
形
は
画
面
の
上
辺
に
接
す
る
が
、
絵
は
霞
と
金
雲
で
上
下
に
区
分
さ
れ
た

画
面
の
下
半
部
で
展
開
す
る
。
先
述
の
よ
う
に
８
の
図
様
と
は
連
続
性
が
な
い
の

で
、
水
景
の
隣
に
い
き
な
り
室
内
の
様
子
が
現
れ
る
。
向
か
っ
て
右
に
座
っ
て
い

る
の
が
中
大
兄
王
で
あ
り
、
左
が
鎌
足
で
あ
る
。
王
の
相
貌
は
６
に
相
似
し
、
着

衣
も
同
色
で
あ
る
。
外
に
は
二
人
の
従
者
が
、
さ
ら
に
門
の
外
に
は
馬
と
御
者
、

お
よ
び
牛
車
が
描
か
れ
、
そ
の
左
下
方
に
土
坡
と
樹
木
の
風
景
が
添
え
ら
れ
て
い

る
。

【　

】
山
田
従
命

10
﹇
詞
﹈
中
大
兄
王
と
蘇
我
山
田
石
川
麻
呂
の
女
の
婚
姻
が
終
わ
っ
た
後
、
鎌
足
は

石
川
麻
呂
に
入
鹿
討
伐
の
謀
を
持
ち
か
け
る
。
石
川
麻
呂
は
同
意
し
「
命
に
従
う
」

と
言
っ
た
。

﹇
絵
﹈
鎌
足
と
石
川
麻
呂
が
語
り
合
う
と
こ
ろ
。

　

９
の
色
紙
形
と
の
間
に
遠
山
を
挟
ん
で　

の
色
紙
形
が
配
さ
れ
る
。
そ
の
左
に

10

描
か
れ
た
建
物
の
中
で
二
人
が
相
対
し
て
い
る
。
向
か
っ
て
右
が
鎌
足
、
左
が
石

川
麻
呂
と
思
わ
れ
る
が
、
後
者
は
９
の
中
大
兄
王
と
も
よ
く
似
て
お
り
、
見
分
け

が
つ
き
に
く
い
。
建
物
の
手
前
に
風
景
が
添
え
ら
れ
、
画
面
の
左
端
は
次
の　

の
11

色
紙
形
で
区
切
ら
れ
る
。

【　

】
詐
唱
表
文

11
﹇
詞
﹈
鎌
足
は
中
大
兄
王
に
入
鹿
討
伐
の
実
行
役
と
し
て
佐
伯
連
古
麻
呂
と
葛
城

稚
犬
養
連
綱
田
の
二
人
を
勧
め
た
。
皇
極
天
皇
の
四
年
（
六
四
五
）
六
月
三
日
、

王
は
三
韓
進
調
の
表
を
石
川
麻
呂
に
読
ま
せ
、
そ
の
隙
に
乗
じ
て
入
鹿
を
殺
そ
う

と
計
画
し
た
。

﹇
絵
﹈
中
大
兄
王
と
鎌
足
、
石
川
麻
呂
が
謀
議
す
る
と
こ
ろ
。

　
　

の
絵
の
左
に
色
紙
形
が
あ
り
、
そ
の
下
方
に
描
か
れ
た
建
物
の
中
に
三
人
が

10
居
る
。
中
央
が
中
大
兄
王
で
、
あ
と
の
二
人
が
鎌
足
と
石
川
麻
呂
で
あ
る
。
鎌
足

は
６
以
降
斜
め
後
ろ
向
き
の
姿
ば
か
り
な
の
で
顔
が
よ
く
見
え
な
い
が
、　

を
見

14

る
と
髭
の
な
い
若
々
し
い
顔
に
描
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
向
か
っ
て
右
の

髭
の
あ
る
男
が
石
川
麻
呂
で
、
左
の
後
ろ
姿
が
鎌
足
と
見
な
さ
れ
る
。
石
川
麻
呂

は　

と
は
着
衣
の
色
が
異
な
る
が
、
相
貌
は
似
て
い
る
。

10

　

こ
の
場
面
の
右
端
は
９
の
末
尾
に
添
え
ら
れ
た
風
景
と
接
す
る
が
、
地
面
を
背

地
と
す
る
松
の
木
の
左
が
い
き
な
り
室
内
に
な
っ
て
い
る
（
図
５
）。
先
述
の
８

と
９
の
よ
う
に
一
線
で
画
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
絵
巻
ら
し
か
ら
ぬ
唐

突
な
場
面
転
換
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。
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【　

】
鹿
履
三
転

12
﹇
詞
﹈
皇
極
天
皇
が
大
極
殿
に
出
ら
れ
、
舍
人
を
遣
っ
て
入
鹿
を
召
し
た
。
入
鹿

は
履
（
沓
）
を
履
こ
う
と
す
る
が
、
履
が
三
度
廻
っ
て
履
け
な
い
。
入
鹿
は
こ
れ

を
不
吉
に
思
い
、
行
く
の
を
や
め
よ
う
と
す
る
が
、
舍
人
が
頻
り
に
呼
ぶ
の
で
や

む
を
得
ず
参
内
し
た
。

﹇
絵
﹈
入
鹿
が
履
を
履
こ
う
と
す
る
と
こ
ろ
。

　
　

の
色
紙
形
の
左
に
入
鹿
邸
が
描
か
れ
、
そ
の
下
に
色
紙
形
が
配
さ
れ
る
。
入

11
鹿
は
縁
に
立
ち
、
階
に
転
が
る
履
を
見
下
ろ
し
て
い
る
。
左
右
に
控
え
て
い
る
の

は
従
者
で
、
階
の
正
面
に
い
る
の
が
舎
人
と
思
わ
れ
る
。
門
の
外
に
は
牛
車
が
用

意
さ
れ
て
お
り
、
画
面
下
方
に
は
風
景
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

【　

】
入
鹿
解
剣

13
﹇
詞
﹈
鎌
足
は
入
鹿
が
疑
い
深
い
性
格
で
昼
も
夜
も
剣
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

て
い
た
。
そ
こ
で
、
冗
談
に
か
こ
つ
け
て
剣
を
解
か
せ
、
従
者
に
与
え
さ
せ
た
。

﹇
絵
﹈
入
鹿
が
剣
を
従
者
に
与
え
る
と
こ
ろ
。

　
　

の
牛
車
の
傍
ら
に
濠
が
あ
り
、
そ
の
左
に
画
面
の
天
地
一
杯
を
使
っ
て
大
極

12
殿
が
描
か
れ
る
。
建
物
の
正
面
左
手
前
か
ら
見
下
ろ
し
た
構
図
で
、
画
面
上
方
に

寄
せ
て
大
極
殿
を
描
き
、
そ
の
下
方
に
周
囲
に
廻
ら
れ
さ
れ
た
塀
を
描
く
。
こ
こ

を
舞
台
と
し
て　

か
ら　

ま
で
の
三
場
面
が
展
開
す
る
。
な
お
、
先
述
の
牛
車
は

13

15

入
鹿
邸
と
大
極
殿
の
中
間
に
位
置
し
て
お
り
、
入
鹿
邸
か
ら
見
れ
ば
主
人
の
出
御

を
待
つ
も
の
で
あ
る
が
、
大
極
殿
か
ら
は
出
仕
し
た
主
人
の
帰
り
を
待
つ
も
の
の

よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
の
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ
の
効
果
に
よ
り
、
入
鹿
邸
と
大
極
殿

と
い
う
二
つ
の
空
間
が
、
こ
こ
で
は
地
の
繋
が
っ
た
一
つ
の
空
間
と
な
る
。

　
　

は
画
面
下
方
の
塀
の
外
に
描
か
れ
、
色
紙
形
は
そ
の
右
に
配
さ
れ
る
。
入
鹿

13
が
従
者
に
剣
を
渡
す
と
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
が
、
問
題
は
入
鹿
の
後
方
に
立
っ
て
い

る
髭
の
あ
る
人
物
で
あ
る
。
詞
の
記
述
か
ら
は
鎌
足
と
解
さ
れ
る
が
、
次
の　

と
14

見
比
べ
る
と
、
髭
の
あ
る
顔
は
鎌
足
で
は
な
く
中
大
兄
王
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

意
図
的
に
変
更
し
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
単
な
る
表
現
上
の
錯
誤
か
、
問
題
が
残

る
。

【　

】
鎌
足
責
励

14
﹇
詞
﹈
入
鹿
が
参
上
し
て
着
座
し
た
。
中
大
兄
王
は
衛
門
府
に
命
じ
て
十
二
の
門

を
閉
じ
さ
せ
た
。
王
は
長
槍
を
、
鎌
足
は
弓
矢
を
持
っ
て
隠
れ
た
。
綱
田
と
子
麻

呂
が
入
鹿
の
威
を
畏
れ
て
進
め
な
い
で
い
る
の
で
、
鎌
足
が
励
ま
し
た
。

﹇
絵
﹈
中
大
兄
王
、
鎌
足
、
綱
田
、
子
麻
呂
が
隠
れ
て
様
子
を
窺
う
と
こ
ろ
。

　

向
か
っ
て
右
の
塀
の
内
側
に
も
う
一
つ
連
子
窓
の
つ
い
た
塀
が
あ
り
、
そ
の
間

に
王
ら
が
隠
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
塀
が
低
い
の
で
実
際
に
は
隠
れ
て
い
る
よ
う

に
は
見
え
な
い
。
詞
に
は
、
王
は
「
長
槍
を
執
り
」、
鎌
足
は
「
弓
矢
を
帯
び
て

右
翼
た
り
」
と
あ
る
の
で
、
向
か
っ
て
左
の
弓
矢
を
持
つ
の
が
鎌
足
、
右
が
王
で

あ
る
。「
右
翼
」
は
右
側
の
意
で
あ
る
が
、
画
中
で
は
鎌
足
は
王
の
右
側
に
立
っ

て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
詞
と
絵
に
矛
盾
は
な
い
。
た
だ
し
、
王
の
「
長
槍
」

は
画
面
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
二
人
の
向
か
っ
て
右
に
数
人
の
男
が
い
る
が
、

次
の　

の
場
面
に
は
青
衣
の
男
と
緑
衣
の
男
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
二
人

16

が
子
麻
呂
と
綱
田
で
あ
る
（
個
々
の
特
定
は
で
き
な
い
）。
衣
の
下
に
鎧
を
着
け
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て
い
る
の
が
見
え
る
。

【　

】
入
鹿
怪
問

15
﹇
詞
﹈
石
川
麻
呂
は
皇
極
天
皇
の
前
で
偽
の
三
韓
表
文
を
読
む
が
、
終
わ
り
近
く

に
な
る
と
身
も
声
も
震
え
出
し
た
。
入
鹿
は
怪
し
み
、
そ
の
わ
け
を
問
い
か
け
た
。

﹇
絵
﹈
石
川
麻
呂
が
偽
の
三
韓
表
文
を
読
む
と
こ
ろ
。

　

大
極
殿
の
御
簾
の
内
側
に
皇
極
天
皇
が
座
し
、
そ
の
正
面
に
表
文
を
読
む
石
川

麻
呂
、
向
か
っ
て
右
に
入
鹿
が
描
か
れ
る
。
色
紙
形
は
入
鹿
の
右
上
に
あ
る
。

【　

】
誅
殺
入
鹿

16
﹇
詞
﹈
中
大
兄
王
と
鎌
足
は
古
麻
呂
ら
が
入
鹿
の
威
を
恐
れ
て
進
め
な
い
の
を
見

て
、
剣
を
抜
き
入
鹿
の
肩
に
斬
り
つ
け
た
。
驚
い
た
入
鹿
が
立
と
う
と
す
る
と
、

古
麻
呂
が
足
を
斬
り
つ
け
た
。
入
鹿
は
天
皇
に
訴
え
た
が
、
天
皇
は
王
の
入
鹿
を

非
難
す
る
言
葉
を
聞
く
と
、
奥
に
入
り
自
ら
戸
を
閉
ざ
し
た
。
古
麻
呂
ら
が
入
鹿

を
誅
殺
し
た
。

﹇
絵
﹈
入
鹿
を
誅
殺
す
る
と
こ
ろ
。

　

色
紙
形
が
画
面
の
天
地
一
杯
に
わ
た
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
画
面
は
一
旦
分
断
さ

れ
る
。
前
の
画
面
と
同
じ
く
大
極
殿
が
描
か
れ
る
が
、
建
物
の
正
面
に
向
か
っ
て

左
側
面
の
右
手
前
か
ら
見
下
ろ
し
た
構
図
に
か
わ
る
。
さ
ら
に
構
造
も
異
な
り
、

前
の
場
面
よ
り
も
殿
内
が
広
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
広
く
な
っ
た
殿
内
の
中
央
に

首
を
落
と
さ
れ
た
入
鹿
の
胴
体
が
横
た
わ
る
。
詞
に
は
「
子
麻
呂
等
を
以
て
入
鹿

を
誅
せ
し
む
」「
中
大
兄
、
剣
を
も
っ
て
其
の
首
を
打
ち
落
と
す
」「
鎌
―
の
連
、

入
鹿
の
首
を
斬
り
放
つ
」
な
ど
の
諸
説
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
画
面
で
は
傍
ら

で
剣
を
振
り
か
ざ
し
て
い
る
の
は
中
大
兄
王
で
あ
る
。
な
お
、
王
の
こ
の
体
勢
は

厳
密
に
言
え
ば
「
首
を
打
ち
落
と
す
」
直
前
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
剣
を
振
り
下

ろ
し
た
と
こ
ろ
を
描
く
よ
り
も
劇
的
効
果
は
遙
か
に
高
い
。
ま
た
入
鹿
の
首
に
つ

い
て
も
詞
に
は
「
高
御
座
戸
に
飛
ぶ
」「
御
簾
に
咋
い
付
く
」「
飛
び
て
石
柱
を
嚼

み
、
躍
揚
す
る
こ
と
四
十
遍
」
な
ど
の
諸
説
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
画
面
に
は

空
中
高
く
跳
ね
上
が
る
さ
ま
が
描
か
れ
て
い
る
。
天
皇
は　

と
同
じ
く
御
簾
の
内

15

側
に
い
る
が
、
後
ろ
姿
で
描
か
れ
て
お
り
、
奥
へ
去
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
こ
ろ

で
、
こ
の
建
物
の
描
き
方
（
斜
投
影
法
）
の
場
合
、
側
面
に
付
さ
れ
た
縁
の
板
目

は
正
面
の
敷
居
と
同
じ
方
向
（
画
面
向
か
っ
て
右
上
か
ら
左
下
の
方
向
）
に
描
か

れ
る
べ
き
だ
が
、
実
際
に
は
逆
方
向
に
な
っ
て
い
る
。
本
絵
巻
の
建
築
表
現
は
大

凡
は
正
確
に
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
錯
誤
は
珍
し
い
。
画
面
上
方
に
は
霞

と
金
雲
が
掛
け
ら
れ
、
そ
の
上
方
に
遠
山
が
連
な
る
。
一
方
、
下
方
の
庭
の
部
分

に
は
次
の　

の
色
紙
形
と
絵
が
配
さ
れ
て
い
る
。

17

【　

】
席
障
掩
屍

17
﹇
詞
﹈
こ
の
日
、
雨
が
降
っ
て
水
が
庭
に
溢
れ
た
。「
席
」
と
「
障
子
」
で
入
鹿

の
屍
を
覆
っ
た
。

﹇
絵
﹈「
席
」
と
「
障
子
」
で
覆
わ
れ
た
入
鹿
の
屍
。

　
「
席
」
は
座
る
た
め
の
敷
物
の
意
で
あ
り
、
筵
や
茣
蓙
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

ま
た
、
こ
の
場
合
の
「
障
子
」
は
「
襖
障
子
」
の
略
で
あ
り
、
今
の
襖
に
あ
た
る
。

画
面
で
は
、
殿
内
に
あ
る
青
畳
と
襖
障
子
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
青
畳
の
盛
り
上
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が
り
が
そ
の
下
の
屍
の
存
在
を
暗
示
す
る
。

【　

】
賜
与
鹿
屍

18
﹇
詞
﹈
入
鹿
の
屍
は
父
の
蝦
夷
の
も
と
に
送
ら
れ
た
。
蝦
夷
の
郎
党
は
戦
い
を
放

棄
し
、
剣
も
弓
も
投
げ
捨
て
て
逃
げ
散
っ
た
。

﹇
絵
﹈
ア
、
蝦
夷
邸
に
入
鹿
の
屍
が
運
び
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
。
イ
、
蝦
夷
の
郎
党

が
山
中
を
行
く
と
こ
ろ
。

　
　

の
遠
山
の
左
に
色
紙
形
が
あ
り
、
そ
の
下
に
右
側
が
ほ
ぼ
垂
直
に
な
っ
た
山

16
崖
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
右
の
大
極
殿
の
空
間
と　

の
空
間
は
截
然
と
分
か

18

た
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
山
崖
の
左
に
は
白
い
布
で
覆
わ
れ
た
入
鹿
の
屍
を

運
ぶ
場
面
が
描
か
れ
る
（
ア
）。
二
本
の
棒
に　

に
あ
っ
た
襖
障
子
を
載
せ
て
担

17

架
と
し
、
そ
の
上
に
載
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
す
ぐ
先
に
蝦
夷
邸
が
あ
り
、

門
の
中
で
は
先
触
れ
の
者
が
後
方
を
指
さ
し
つ
つ
事
の
次
第
を
告
げ
て
い
る
。
画

面
中
程
よ
り
や
や
上
に
霞
と
金
雲
が
掛
け
ら
れ
、
そ
の
上
に
は
蝦
夷
の
郎
党
が
山

中
に
逃
げ
散
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
（
イ
）。
詞
に
は
「
剣
を
解
き
弓
を
投
げ
」

と
あ
る
が
、
山
間
を
行
く
男
た
ち
は
ま
だ
弓
矢
を
帯
び
て
お
り
、
詞
と
絵
の
間
に

齟
齬
が
生
じ
て
い
る
。

　
　
　

三　

下
之
一
巻

【　

】
蝦
夷
投
火

19
﹇
詞
﹈
翌
日
、
蝦
夷
は
自
ら
邸
に
火
を
放
っ
て
自
殺
し
た
（
六
十
才
）。
こ
の
と

き
『
天
皇
記
』『
国
記
』、
珍
宝
等
が
焼
け
た
が
、
船
史
が
走
り
込
ん
で
そ
の
焼
け

残
り
を
取
り
出
し
、
中
大
兄
王
に
献
じ
た
。

﹇
絵
﹈
蝦
夷
が
邸
に
火
を
放
つ
と
こ
ろ
。

　
　

か
ら　

ま
で
が
一
連
の
画
面
で
展
開
す
る
。　

の
色
紙
形
は
巻
頭
右
上
隅
に

19

25

19

あ
る
が
、
絵
は
霞
と
金
泥
で
区
切
ら
れ
た
画
面
下
半
部
で
展
開
す
る
。
左
斜
め
下

が
り
に
門
と
塀
を
描
き
、
そ
の
内
側
に
炎
に
包
ま
れ
た
蝦
夷
を
描
く
。
袖
を
翻
す

蝦
夷
の
動
き
と
横
に
流
れ
る
炎
の
様
は
、
ま
る
で
地
獄
絵
の
一
齣
の
よ
う
で
あ
る
。

門
の
外
に
は
、
今
ま
さ
に
走
り
出
て
来
た
か
の
よ
う
に
門
の
方
を
振
り
返
る
男
が

い
る
。『
国
記
』
等
の
焼
け
残
り
を
取
り
出
す
船
史
か
と
か
と
思
わ
れ
る
が
、
何

も
持
っ
て
い
な
い
の
で
炎
を
逃
れ
た
家
の
者
と
見
る
し
か
な
い
。
し
か
し
、
本
来

は
船
史
を
描
く
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
は
な
い
と
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。

【　

】
古
人
出
家

20
﹇
詞
﹈
皇
極
天
皇
は
中
大
兄
王
に
譲
位
し
よ
う
と
す
る
が
、
王
は
軽
皇
子
（
皇
極

天
皇
弟
）
を
推
す
。
軽
皇
子
は
古
人
大
兄
王
（
中
大
兄
王
の
兄
）
を
推
す
。
し
か

し
、
古
人
大
兄
王
は
法
興
寺
で
出
家
し
、
吉
野
山
に
入
っ
て
し
ま
う
。

﹇
絵
﹈
ア
、
中
大
兄
王
ら
が
相
談
す
る
と
こ
ろ
。
イ
、
古
人
大
兄
王
が
出
家
す
る

と
こ
ろ
。
ウ
、
古
人
大
兄
王
が
吉
野
山
に
入
る
と
こ
ろ
。

　
　

の
色
紙
形
の
左
で
展
開
す
る
。
右
下
に
大
き
な
山
景
を
描
き
、
そ
の
陰
か
ら

19
現
れ
る
よ
う
に
住
居
を
描
く
。
室
内
に
は
束
帯
姿
の
男
が
四
人
お
り
、
中
央
に
大

き
く
描
か
れ
て
い
る
の
が
中
大
兄
王
、
こ
れ
に
向
か
い
合
っ
て
い
る
の
が
鎌
足
と

思
わ
れ
る
。
皇
位
継
承
に
つ
い
て
の
談
義
を
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
ア
）。
そ
の
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左
斜
め
下
方
に
描
か
れ
た
門
の
外
に
は
、
既
に
僧
衣
を
着
け
た
古
人
大
兄
王
が
い

る
（
イ
）。
王
は
立
ち
止
ま
っ
て
振
り
返
り
、
青
衣
の
男
と
話
し
て
い
る
よ
う
な

態
で
あ
る
。
門
に
は
霞
な
ど
と
同
様
に
空
間
を
区
切
る
機
能
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
、

こ
の
門
の
外
の
空
間
は
法
興
寺
周
辺
へ
と
転
位
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
二

つ
の
場
面
の
上
方
に
は
、
霞
を
挟
ん
で
遠
山
が
広
が
る
が
、
そ
の
中
に
先
ほ
ど
の

青
衣
の
男
を
従
え
た
王
の
姿
が
あ
る
（
ウ
）。
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
建
物
は
床
面

を
水
平
線
と
斜
線
の
組
み
合
わ
せ
で
表
す
描
き
方
（
斜
投
影
法
）
で
あ
っ
た
が
、

こ
こ
で
は
斜
線
と
斜
線
の
組
み
合
わ
せ
で
表
す
描
き
方
（
不
等
軸
側
投
影
法
）
に

替
わ
っ
て
い
る
。
本
絵
巻
の
中
で
は
、
こ
の
描
き
方
は
本
図
と　

の
二
カ
所
に
し

28

か
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

【　

】
孝
徳
即
位

21
﹇
詞
﹈
皇
極
天
皇
四
年
（
六
四
五
）
六
月
、
輕
皇
子
が
即
位
し
孝
徳
天
皇
と
な
っ

た
。
中
大
兄
を
皇
太
子
と
し
、
改
元
し
て
大
化
元
年
と
し
た
。

﹇
絵
﹈
孝
徳
天
皇
が
即
位
す
る
と
こ
ろ
。

　
　

の
遠
山
の
左
に
色
紙
形
が
あ
り
、
そ
の
右
下
の
瓦
葺
き
の
建
物
で
即
位
が
行

20
わ
れ
て
い
る
。　

の
イ
と
の
間
は
霞
と
金
雲
で
区
切
ら
れ
る
。
建
物
の
正
面
に
あ

20

た
る
位
置
に
門
が
あ
り
、
左
右
に
塀
が
廻
ら
さ
れ
る
。
そ
の
内
外
に
は
威
儀
を
正

し
た
人
々
や
旌
旗
な
ど
の
飾
り
物
が
描
か
れ
て
い
る
。

【　

】
下
賜
寵
姫

22
﹇
詞
﹈
同
日
、
鎌
足
に
大
錦
冠
と
内
臣
を
授
け
た
（
三
十
一
才
）。
ま
た
、
懐
妊

し
て
い
る
寵
姫
（
車
持
夫
人
）
を
賜
わ
っ
た
。
生
ま
れ
た
子
が
男
の
子
な
ら
鎌
足

の
子
と
し
、
女
の
子
な
ら
天
皇
の
子
と
す
る
よ
う
に
詔
が
あ
っ
た
。
四
ヶ
月
後
、

男
の
子
（
定
恵
和
尚
）
が
生
ま
れ
た
。

﹇
絵
﹈
鎌
足
が
孝
徳
天
皇
よ
り
寵
姫
を
賜
う
と
こ
ろ
。

　
　

の
建
物
の
左
に
霞
を
挟
ん
で
寝
殿
風
の
建
物
が
描
か
れ
る
。
天
皇
は
室
内
に
、

21
鎌
足
は
縁
に
い
て
互
い
に
向
か
い
合
っ
て
い
る
。
夫
人
は
天
皇
の
傍
ら
に
座
し
、

御
簾
越
し
に
後
ろ
姿
を
見
せ
る
。
階
の
下
に
武
官
が
控
え
る
が
、
そ
の
背
後
は
次

の　

の
色
紙
形
の
右
辺
の
延
長
線
に
よ
っ
て
図
様
を
完
全
に
切
断
さ
れ
て
い
る
。

23
先
に
指
摘
し
た
８
と
９
、
９
と　

の
間
に
続
き
、
唐
突
な
場
面
転
換
の
三
例
目
で

11

あ
る
。
色
紙
形
は
画
面
下
辺
に
接
し
て
配
さ
れ
、
そ
の
左
方
の
霞
と
金
雲
の
合
間

か
ら
は
、　

の
塀
と
同
じ
よ
う
な
青
い
屋
根
が
の
ぞ
き
、
門
の
屋
根
ら
し
い
も
の

21

も
付
属
し
て
い
る
。
こ
こ
が　

と
同
じ
宮
殿
内
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ

21

れ
る
が
、　

の
塀
に
直
接
続
く
も
の
で
は
な
い
。

21

【　

】
造
立
釈
迦

23
﹇
詞
﹈
鎌
足
は
丈
六
の
釈
迦
像
を
造
立
し
た
。
今
の
興
福
寺
の
釈
迦
像
が
こ
れ
に

あ
た
る
。

﹇
絵
﹈
鎌
足
が
釈
迦
像
を
拝
す
る
と
こ
ろ
。

　

画
面
中
央
に
、
屋
根
だ
け
で
な
く
正
面
と
左
右
の
壁
も
取
り
払
い
、
ま
る
で
舞

台
の
よ
う
に
見
え
る
堂
が
描
か
れ
、
そ
こ
に
釈
迦
三
尊
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
中

尊
は
座
像
で
、
脇
侍
の
二
菩
薩
は
立
像
で
あ
る
。
像
の
前
に
居
る
の
が
鎌
足
で
あ

ろ
う
。
像
の
後
方
の
壁
に
は
霞
と
金
雲
が
か
け
ら
れ
、
そ
の
上
方
に
遠
山
が
描
か
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れ
る
。
色
紙
形
は
画
面
右
上
に
配
さ
れ
る
。

【　

】
鎌
足
罹
病

24
﹇
詞
﹈
斉
明
天
皇
二
年
（
六
五
六
）、
鎌
足
は
病
気
に
罹
り
、
山
城
国
宇
治
郡
小

野
郷
山
階
村
陶
原
の
家
に
蟄
居
す
る
。
こ
の
時
、
百
済
国
の
禅
尼
法
明
が
や
っ
て

来
た
。
鎌
足
が
病
を
除
く
方
法
を
問
う
と
、
法
明
は
「
維
摩
経
を
読
誦
す
れ
ば
自

然
に
愈
え
る
」
と
答
え
た
。
喜
ん
だ
鎌
足
が
法
明
に
維
摩
経
を
転
読
さ
せ
た
と
こ

ろ
、
た
ち
ま
ち
病
が
癒
え
た
。

﹇
絵
﹈
鎌
足
が
法
名
に
維
摩
経
を
転
読
さ
せ
る
と
こ
ろ
。

　
　

の
堂
の
左
に
大
き
な
色
紙
形
が
あ
り
、
そ
の
上
方
に
門
が
、
そ
の
内
側
（
左
）

23
に
寝
殿
風
の
建
物
が
描
か
れ
る
。
鎌
足
は
屏
風
の
向
こ
う
で
寝
具
を
被
り
、
脇
息

に
凭
れ
な
が
ら
左
手
で
頬
杖
を
つ
い
て
い
る
。
法
明
は
そ
の
向
か
い
で
経
巻
を
開

き
、
ち
ょ
う
ど
読
誦
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
画
面
上
方
に
は
霞
と
金
雲
が
か

か
り
、
下
方
に
は
泉
殿
が
張
り
出
し
た
大
き
な
池
、
弧
を
描
く
よ
う
に
廻
ら
さ
れ

た
水
流
、
な
だ
ら
か
な
土
坡
や
切
り
立
っ
た
崖
な
ど
の
豊
か
な
風
景
が
広
が
る
。
こ

の
風
景
は
次
の　

の
場
面
の
右
下
ま
で
続
い
て
い
る
。

25

【　

】
維
摩
濫
觴

25
﹇
詞
﹈
斉
明
天
皇
の
三
年
（
六
五
七
）、
鎌
足
は
山
階
陶
原
の
家
に
精
舎
を
建
て
、

斎
会
を
設
け
た
。
こ
れ
が
維
摩
会
の
始
ま
り
で
あ
る
。
翌
四
年
（
六
五
八
）
に
は

元
興
寺
の
福
亮
法
師
を
講
師
と
し
、
そ
の
後
も
天
下
の
高
才
、
海
内
の
碩
学
を
選

ん
で
講
師
と
し
た
。

﹇
絵
﹈
維
摩
会
を
修
す
る
と
こ
ろ
。

　

画
面
中
程
に
色
紙
形
が
あ
り
、
そ
の
左
に
堂
が
描
か
れ
る
。
御
簾
の
前
に
置
か

れ
た
高
座
に
二
人
の
僧
が
向
か
い
合
っ
て
座
り
、
そ
の
背
後
に
も
僧
が
座
っ
て
い

る
。
縁
に
は
束
帯
姿
で
威
儀
を
正
し
た
男
た
ち
が
居
並
ぶ
が
、
階
の
正
面
に
立
っ

て
い
る
の
が
鎌
足
で
あ
ろ
う
か
。
画
面
右
下
に
は　

か
ら
続
く
土
坡
が
見
え
る
。
画

24

面
上
方
に
は
霞
と
金
雲
が
か
り
、
そ
の
上
に
遠
山
が
の
ぞ
く
。

【　

】
定
恵
入
唐

26
﹇
詞
﹈
鎌
足
の
長
子
（
実
は
孝
徳
天
皇
の
皇
子
）
で
あ
る
定
恵
は
、
恵
隠
を
師
と

し
て
出
家
し
た
。
鎌
足
は
定
恵
に
談
岑
が
勝
地
で
あ
る
こ
と
を
語
り
、「
こ
の
地

を
墓
所
に
す
れ
ば
子
孫
は
高
位
に
昇
る
だ
ろ
う
」
と
告
げ
た
。
天
智
六
年
（
六
六

七
）、
定
恵
は
入
唐
し
た
。

﹇
絵
﹈
定
恵
が
入
唐
す
る
と
こ
ろ
。

　

色
紙
形
が
画
面
の
天
地
一
杯
に
わ
た
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
画
面
は
一
旦
分
断
さ

れ
る
。
そ
し
て
、　

か
ら　

ま
で
が
再
び
一
連
の
画
面
で
展
開
す
る
。　

は
霞
と

26

28

26

金
雲
で
区
分
さ
れ
た
画
面
上
半
部
に
描
か
れ
る
。
画
面
右
手
に
陸
地
が
あ
り
、
唐

風
俗
の
人
物
が
二
人
立
っ
て
い
る
。
こ
こ
が
唐
土
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

が
、
崖
の
後
方
か
ら
海
に
向
か
っ
て
伸
び
る
州
浜
や
そ
こ
に
生
え
て
い
る
松
は
浜

松
図
に
よ
く
見
ら
れ
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
り
、
典
型
的
な
日
本
の
風
景
で
あ
る
。
そ

の
州
浜
の
先
に
定
恵
を
乗
せ
た
遣
唐
船
が
浮
か
ぶ
。「
東
征
伝
絵
巻
」
や
「
弘
法

大
師
伝
絵
巻
」
に
登
場
す
る
も
の
に
似
て
い
る
が
、
船
上
に
人
影
は
な
い
。
海
は

弧
を
描
く
よ
う
な
波
を
連
ね
、
そ
の
合
間
に
白
い
波
頭
を
の
ぞ
か
せ
る
。
波
は
画
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面
上
方
に
行
く
に
し
た
が
っ
て
小
さ
く
な
り
、
遠
近
感
を
表
出
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
絵
巻
の
場
合
は
鑑
賞
の
方
向
が
一
定
で
あ
る
た
め
に
、
右
か
ら
左

へ
の
方
向
性
は
原
則
的
に
は
「
行
く
」
を
示
し
、
左
か
ら
右
へ
の
方
向
性
は
逆
に

「
来
る
」
を
示
す
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、「
入
唐
」
は
日
本
か

ら
唐
へ
「
行
く
」
で
あ
る
か
ら
右
か
ら
左
へ
の
方
向
性
で
表
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

が
、
こ
の
遣
唐
船
は
左
か
ら
右
へ
進
行
し
て
お
り
（
帆
先
の
旗
を
見
る
と
風
も
左

か
ら
右
に
吹
い
て
い
る
）、
唐
土
へ
「
来
る
」
表
現
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目

し
て
お
き
た
い
。

【　

】
天
智
臨
幸

27
﹇
詞
﹈
天
智
天
皇
の
八
年
（
六
六
九
）
十
月
十
日
、
天
皇
は
病
気
見
舞
い
の
た
め

に
鎌
足
邸
に
臨
幸
し
た
。

﹇
絵
﹈
ア
、
天
智
天
皇
が
鎌
足
邸
に
臨
幸
す
る
と
こ
ろ
。
イ
、
天
皇
が
鎌
足
を
見

舞
う
と
こ
ろ
。

　
　

の
色
紙
形
の
左
の
画
面
下
半
部
に
臨
幸
の
行
列
が
延
々
と
描
か
れ
る
（
ア
）。

26
天
皇
の
乗
る
鳳
輦
は
画
面
中
央
に
描
か
れ
、
そ
の
前
後
に
騎
馬
や
徒
歩
の
人
々
が

つ
き
従
う
。
鳳
輦
は
前
後
を
各
六
人
の
駕
輿
丁
が
担
ぎ
、
四
隅
の
軒
先
か
ら
垂
ら

し
た
綱
を
前
三
人
、
後
ろ
二
人
の
駕
輿
丁
が
持
っ
て
進
行
し
た
と
い
う
が
、
こ
こ

で
は
鳳
輦
の
構
造
も
駕
輿
丁
の
配
置
も
著
し
く
崩
れ
て
い
る
。
画
面
の
始
め
と
終

わ
り
に
山
景
が
添
え
ら
れ
る
。
色
紙
形
と
イ
は　

の
絵
の
左
、
霞
と
金
泥
で
上
下

26

に
区
分
さ
れ
た
画
面
の
上
半
部
に
あ
る
。
は
じ
め
に
山
景
が
あ
り
、
続
く
鎌
足
邸

の
中
で
、
鎌
足
は
屏
風
を
背
に
し
て
す
わ
り
、
そ
の
向
か
い
に
天
皇
が
座
し
て
い

る
。
そ
の
左
方
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
構
成
で
門
と
土
坡
が
描
か
れ
る
。
土
坡
の
左

端
に
は
槍
を
持
つ
四
人
の
男
が
描
か
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
二
人
は
ア
の
行
列
の

先
頭
と
同
じ
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
な
お
、
本
絵
巻
に
お
い
て
は
、
画
面
上
半

部
に
あ
る
場
面
は
下
半
部
に
あ
る
場
面
よ
り
も
人
物
等
が
小
さ
く
描
か
れ
る
傾
向

が
あ
る
が
、　

と　

で
は
そ
の
傾
向
が
特
に
顕
著
で
あ
る
。

26

27

【　

】
賜
姓
藤
原

28
﹇
詞
﹈
同
十
五
日
、
天
皇
は
皇
太
弟
を
鎌
足
邸
に
遣
し
、
大
織
冠
を
授
け
、
内
大

臣
に
任
じ
た
。
こ
の
時
、
始
め
て
中
臣
の
姓
を
改
め
、
藤
原
朝
臣
を
賜
わ
っ
た
。

﹇
絵
﹈
天
智
天
皇
の
皇
太
弟
が
鎌
足
に
詔
を
伝
え
る
と
こ
ろ
。

　
　

の
ア
の
左
端
の
山
景
は　

に
ま
で
続
い
て
お
り
、
中
央
の
丸
く
盛
り
上
が
っ

27

28

た
部
分
の
左
側
に
鎌
足
邸
が
描
か
れ
る
。
先
の
天
皇
と
の
対
面
場
面
よ
り
も
簡
素

な
構
成
で
、
室
内
も
狭
く
な
っ
て
い
る
。
向
か
っ
て
左
が
皇
太
弟
で
、
右
の
脇
息

に
凭
れ
右
手
で
頬
杖
を
つ
い
て
い
る
の
が
鎌
足
で
あ
る
。
詔
を
聞
く
に
は
聊
か
不

謹
慎
な
姿
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
病
が
篤
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
画
面

上
方
に
は
霞
と
金
雲
が
か
け
ら
れ
、
そ
の
上
に
色
紙
形
が
配
さ
れ
る
。
色
紙
形
の

左
に
残
る
小
さ
な
空
間
は
遠
山
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、　

の
ア
か
ら　

に

27

28

か
け
て
は
、
先
述
の
９
と　

の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
松
の
木
の
隣
が
い
き
な
り
室

11

内
に
変
わ
っ
て
い
る
。
唐
突
で
不
自
然
な
場
面
転
換
の
四
例
目
で
あ
る
。

　
　
　

四　

下
之
二
巻
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【　

】
鎌
足
薨
去

29
﹇
詞
﹈
同
十
六
日
、
鎌
足
は
淡
海
の
邸
で
薨
去
し
た
（
五
十
六
才
）。
詔
が
あ
り
、

純
金
の
香
炉
を
賜
わ
っ
た
。
人
々
の
哀
し
み
は
、
ま
る
で
父
母
を
喪
っ
た
か
の
よ

う
で
あ
っ
た
。

﹇
絵
﹈
鎌
足
が
薨
去
し
、
天
皇
か
ら
純
金
の
香
炉
を
賜
る
と
こ
ろ
。

　
　

か
ら　

ま
で
が
一
連
の
画
面
で
展
開
す
る
。　

は
画
面
中
央
よ
り
や
や
上
方

29

32

29

に
か
け
ら
れ
た
霞
と
金
雲
の
下
方
で
展
開
し
、
冒
頭
右
下
に
山
景
、
そ
の
左
手
に

吹
抜
屋
台
の
手
法
で
鎌
足
邸
が
描
か
れ
る
。
周
囲
に
御
簾
を
下
ろ
し
た
室
内
に
は

屏
風
も
立
て
ら
れ
、
そ
の
中
に
鎌
足
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
傍
ら
で
袖
を
顔
に
当

て
て
い
る
女
性
は
夫
人
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
構
図
に
も
聖
徳
太
子
薨
去
の
場
面
と

の
類
似
が
窺
え
る
。
建
物
の
左
手
の
階
に
は
既
に
勅
使
が
到
着
し
て
お
り
、
そ
の

従
者
が
家
人
に
「
純
金
の
香
炉
」
を
差
し
出
し
て
い
る
。
勅
使
の
背
後
は
険
し
い

山
崖
と
な
る
が
、
そ
の
反
対
側
の
面
は　

の
背
景
と
な
る
。
建
物
の
外
に
は
、
こ

31

の
ほ
か
縁
の
上
に
三
人
、
ま
た
地
面
に
も
五
人
の
男
が
描
か
れ
て
お
り
、「
衆
庶

挙
り
て
哀
し
む
こ
と
、
父
母
を
喪
へ
る
が
如
し
」
に
対
応
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　

の
色
紙
形
は
画
面
上
方
、
霞
と
金
雲
の
上
に
配
さ
れ
る
が
、
そ
の
背
後
に
は

29
遠
山
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
も　

の
背
景
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ

29

の
遠
山
は
色
紙
形
の
右
の
僅
か
二
セ
ン
チ
足
ら
ず
の
所
に
も
描
か
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
と
そ
の
下
の
霞
お
よ
び
金
雲
は
「
下
之
一
」
巻
の
末
尾
と
、
若
干
の
欠
失
部

は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
完
全
に
連
続
す
る
。
た
だ
し
、
画
面
下
半
部
の
山
景
に
は

連
続
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。

【　

】
定
恵
霊
夢

30
﹇
詞
﹈
定
恵
は
唐
に
い
た
と
き
夢
を
見
た
。
そ
の
中
で
談
峯
に
至
り
、
父
鎌
足
に

会
う
。
鎌
足
は
「
今
、
天
に
上
っ
た
」
と
言
い
、「
こ
の
地
に
寺
塔
を
建
て
る
よ

う
に
」
と
告
げ
た
。

﹇
絵
﹈
ア
、
定
恵
、
唐
で
夢
を
見
る
と
こ
ろ
。
イ
、
定
恵
、
夢
の
中
で
談
峯
に
居

る
と
こ
ろ
。

　
　

の
鎌
足
邸
の
上
方
に　

の
色
紙
形
が
あ
り
、
そ
の
左
に
寺
堂
が
描
か
れ
る
。
そ

29

30

の
中
で
、
定
恵
は
脇
息
に
凭
れ
左
手
で
頬
杖
を
つ
い
て
眠
っ
て
い
る
（
ア
）。
外

に
は
樹
木
が
立
ち
並
ぶ
こ
ん
も
り
と
し
た
土
坡
が
あ
り
、
こ
れ
を
挟
ん
で
十
三
重

塔
が
建
つ
平
地
が
広
が
る
。
そ
こ
は
崖
の
上
の
平
地
の
よ
う
に
描
か
れ
て
お
り
、

　

の
談
峯
の
様
子
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
定
恵
の
夢
の
中
の
場
面

35（
イ
）
を
表
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
居
る
の
は
定
恵
一
人
で

あ
り
、
夢
に
現
れ
た
鎌
足
の
姿
は
な
い
。
ま
た
、
十
三
重
塔
は
ま
だ
存
在
し
て
い

な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
談
峯
の
地
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
た
と
考
え
て

お
き
た
い
。

【　

】
攀
登
清
涼

31
﹇
詞
﹈
定
恵
は
鎌
足
の
墳
墓
の
上
に
塔
を
建
て
る
た
め
に
、
清
涼
山
に
登
り
、
宝

池
院
の
十
三
重
塔
を
移
そ
う
と
す
る
。　

﹇
絵
﹈
定
恵
が
清
涼
山
に
登
る
と
こ
ろ
。

　
　

の
平
地
の
左
方
に
色
紙
形
が
あ
り
、
そ
の
下
方
、
ち
ょ
う
ど
平
地
か
ら
石
段

30
を
下
っ
て
い
っ
た
先
に
、
二
階
建
て
の
堂
と
二
人
の
僧
が
描
か
れ
る
。
右
の
僧
は
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右
手
を
上
げ
て
塔
の
方
を
指
し
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
こ
れ
が
定
恵
で
あ
ろ

う
。
応
対
し
て
い
る
の
は
清
涼
寺
の
僧
と
思
わ
れ
る
。
定
恵
の
様
子
か
ら
は
、
平

地
に
建
つ
塔
は
談
峯
の
で
は
な
く
宝
地
院
の
十
三
重
塔
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、　

と
の
類
似
や
定
恵
の
眠
っ
て
い
る
場
面
か
ら
の
展
開

35

な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
や
は
り
夢
の
中
の
談
峯
と
し
て
お
き
た
い
。
二
人
の
僧
が

立
つ
所
は
、
険
し
い
山
崖
で
左
右
を
囲
ま
れ
て
お
り
、
深
山
の
趣
を
湛
え
て
い
る
。

右
の
山
崖
は
先
に
見
た　

の
背
景
の
反
対
面
で
あ
る
が
、
左
の
山
崖
も
同
様
に
次

29

の　

の
背
景
と
な
る
。　

か
ら　

に
か
け
て
は
、
こ
の
二
つ
の
山
崖
が
場
面
展
開

32

29

32

に
効
果
的
な
働
き
を
見
せ
る
。
こ
こ
で
も　

と　

の
建
物
や
人
物
は　

と　

よ
り

30

31

29

32

も
や
や
小
さ
く
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
大
小
の
差
は
連
続
画
面
の
中
で
遠
近
感

の
表
出
に
置
換
さ
れ
、
広
い
空
間
性
を
生
む
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。

【　

】
定
恵
留
材

32
﹇
詞
﹈
定
恵
は
塔
の
材
木
や
瓦
を
船
に
積
ん
で
帰
朝
し
よ
う
と
し
た
が
、
船
が
狭

い
た
め
に
一
重
分
を
棄
て
て
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
。

﹇
絵
﹈
定
恵
が
塔
の
材
木
や
瓦
を
船
に
積
ま
せ
る
と
こ
ろ
。

　
　

の
左
手
の
山
崖
の
反
対
面
を
背
景
と
し
て
展
開
す
る
。
材
木
を
隙
間
な
く
積

31
み
込
ん
だ
一
艘
の
船
が
海
岸
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
岸
に
は
僧
が
二
人
お
り
、
そ

の
一
人
（
定
恵
）
と
船
尾
に
立
つ
男
が
何
か
話
し
て
い
る
。「
こ
れ
以
上
は
積
め

な
い
」
と
で
も
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
、
定
恵
の
後
方
の
少
し
離
れ
た
所
に
材

木
が
打
ち
捨
て
ら
れ
て
い
る
。
波
は
交
互
に
波
頭
を
打
合
せ
、
白
い
飛
沫
を
た
て

る
が
、
画
面
上
方
に
い
く
に
し
た
が
っ
て
小
さ
く
な
り
、
遠
近
感
を
表
出
す
る
。

そ
の
小
さ
く
な
っ
た
波
の
中
に
描
か
れ
た
白
い
州
浜
と
岸
辺
の
松
や
岩
な
ど
の
モ

チ
ー
フ
は
、　

と
同
様
に
浜
松
図
が
想
起
さ
せ
る
。
画
面
の
上
端
は
霞
と
次
の　

26

33

の
色
紙
形
で
区
切
ら
れ
、
そ
の
霞
の
上
方
に　

の
色
紙
形
が
配
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

32

二
枚
の
色
紙
形
の
間
に
は
巻
頭
の　

と　

の
色
紙
形
の
間
の
よ
う
に
遠
山
が
描
か

29

30

れ
て
い
る
。
一
方
、
画
面
の
左
端
は　

の
色
紙
形
と
霞
で
区
切
ら
れ
て
い
る
よ
う

34

に
見
え
る
が
、
波
は
色
紙
形
の
左
ま
で
続
い
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

【　

】
定
恵
謁
弟

33
﹇
詞
﹈
帰
朝
し
た
定
恵
は
弟
の
右
大
臣
不
比
等
に
会
い
、
鎌
足
の
墓
所
に
つ
い
て

尋
ね
た
。
不
比
等
は
「
摂
津
國
島
下
郡
阿
威
山
」
と
答
え
た
。
定
恵
は
唐
で
見
た

夢
の
こ
と
を
語
り
、
こ
れ
を
聞
い
た
不
比
等
は
涙
に
く
れ
た
。

﹇
絵
﹈
定
恵
と
不
比
等
が
語
る
と
こ
ろ
。

　
　

・　

・　

の
色
紙
形
お
よ
び
霞
と
金
雲
に
囲
ま
れ
た
狭
い
区
画
の
中
で
展
開

33

34

35

す
る
。
画
面
右
上
に
不
比
等
邸
の
一
角
が
描
か
れ
、
そ
の
中
で
定
恵
と
不
比
等
が

対
座
し
て
い
る
。
画
面
左
下
に
は
松
の
あ
る
山
景
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

【　

】
掘
取
遺
骸

34
﹇
詞
﹈
定
恵
は
二
十
五
人
を
率
い
て
阿
威
山
の
墓
所
に
参
り
、
鎌
足
の
遺
骸
を
掘

り
出
し
た
。

﹇
絵
﹈
鎌
足
の
遺
骸
を
掘
り
出
す
と
こ
ろ
。

　

先
述
の
ご
と
く　

の
色
紙
形
の
左
方
ま
で　

の
海
波
が
続
い
て
い
る
が
、
そ
の

34

32

左
か
ら
下
方
に
か
け
て
阿
威
山
の
風
景
が
広
が
る
。
墓
所
と
い
う
よ
り
は
普
通
の
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山
中
の
よ
う
で
あ
る
が
、
シ
ャ
ベ
ル
状
の
道
具
を
持
っ
た
男
三
人
が
地
面
を
掘
っ

て
い
る
。
傍
ら
に
立
つ
二
僧
の
う
ち
、
右
手
で
地
面
を
指
さ
し
て
い
る
の
が
定
恵

で
あ
ろ
う
。

【　

】
談
峯
起
塔

35
﹇
詞
﹈
定
恵
は
談
峯
に
登
り
、
遺
骨
を
納
め
て
、
そ
の
上
に
塔
を
建
て
た
。
し
か

し
、
材
瓦
が
足
り
な
い
の
で
所
願
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
嘆
い
た
。
夜
、

雷
雨
が
あ
り
、
翌
朝
見
る
と
塔
が
完
成
し
て
い
た
。
十
三
重
目
が
唐
か
ら
飛
び
来

た
っ
た
の
を
知
り
、
定
恵
は
そ
の
奇
跡
に
感
じ
入
っ
た
。

﹇
絵
﹈
ア
、
定
恵
が
談
峯
に
登
る
と
こ
ろ
。
イ
、
塔
の
十
三
重
目
が
雷
雲
に
乗
っ

て
飛
来
す
る
と
こ
ろ
。

　
　

の
場
面
の
左
に
色
紙
形
が
あ
り
、
そ
の
左
に
談
峯
の
風
景
が
広
が
る
。
ま
ず
、

33
定
恵
が
遺
骨
を
納
め
た
箱
を
首
に
掛
け
、
二
人
の
僧
を
連
れ
て
談
峯
に
至
る
と
こ

ろ
が
描
か
れ
る
（
ア
）。
そ
の
先
に
は
頂
が
平
に
な
っ
た
場
所
が
描
か
れ
、
千
木

を
付
け
た
社
殿
と
思
し
き
建
物
が
建
っ
て
い
る
（
図
６
）。
し
か
し
、　

の
詞
に

35

は
こ
れ
に
該
当
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は　

で
述
べ
る
。

37

こ
の
平
地
よ
り
一
段
低
く
な
っ
た
所
に
、
十
二
重
ま
で
積
み
上
げ
ら
れ
、
先
端
を

霞
で
覆
わ
れ
た
塔
が
建
つ
。
そ
の
右
上
の
黒
雲
と
雷
神
は
詞
の
「
夜
半
雷
電
霹
靂
」

を
表
す
も
の
で
あ
り
、
塔
の
上
ま
で
伸
び
た
黒
雲
の
先
に
十
三
重
目
が
乗
っ
て
い

る
（
イ
）。

【　

】
建
立
妙
楽

36
﹇
詞
﹈
そ
の
後
、
塔
の
南
に
三
間
四
面
の
堂
を
建
て
、
妙
楽
寺
と
号
し
た
。
定
恵

が
建
て
た
も
の
で
、
今
の
講
堂
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
多
武
峯
寺
の
草
創
と
す

る
。

﹇
絵
﹈　

の
阿
威
山
の
風
景
の
左
に
色
紙
形
が
あ
り
、
そ
の
左
に
正
面
五
間
、
側

34

面
四
間
（
内
陣
は
正
面
三
間
、
側
面
二
間
）
の
堂
が
描
か
れ
る
。「
三
間
四
面
」

で
は
な
い
が
、
こ
れ
を
詞
の
い
う
「
堂
」
と
み
な
し
て
お
き
た
い
。
左
端
は
霞
と

金
雲
で
区
切
ら
れ
、
屋
根
の
上
方
に
も
霞
と
金
雲
が
か
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
合
間

か
ら
こ
ん
も
り
と
し
た
山
が
の
ぞ
く
。
こ
れ
は　

の
談
峯
に
連
な
る
風
景
で
あ
る

35

と
と
も
に
、　

の
背
景
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
な
お
、

36

こ
の
山
の
左
上
方
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
山
景
と
は
全
く
異
な
る
表
現
で
描
か
れ
た

山
が
連
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は　

で
述
べ
る
。

38

【　

】
安
置
霊
像

37
﹇
詞
﹈
堂
の
東
の
大
樹
の
あ
た
り
に
、
し
ば
し
ば
異
光
が
現
れ
た
。
定
恵
は
そ
こ

に
方
三
丈
の
御
殿
を
建
て
、
鎌
足
像
を
安
置
し
た
（
聖
霊
院
の
草
創
）。
仏
師
は

近
江
国
の
高
男
丸
で
あ
っ
た
。

﹇
絵
﹈
色
紙
形
は　

の
塔
の
左
に
配
さ
れ
る
が
、
そ
の
周
辺
に
は
こ
の
記
述
に
あ

35

た
る
建
物
は
見
あ
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
聖
霊
院
は
妙
楽
寺
内
の
一
つ
の
社
殿
で

あ
り
、
火
災
の
た
め
何
度
も
立
て
替
え
ら
れ
て
い
は
い
る
が
、
現
在
の
談
山
神
社

の
本
殿
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
先
述
の　

の
中
央
の

35

平
地
に
描
か
れ
て
い
た
社
殿
（
図
６
）
こ
そ
が
、
詞
の
「
方
三
丈
」
と
は
異
な
る
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が
、
聖
霊
院
を
表
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、　

の
二
つ
の
場
面

35

の
間
に
、
そ
れ
よ
り
後
に
建
立
さ
れ
た
聖
霊
院
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ

こ
で
は
出
来
事
の
順
序
よ
り
も
談
峯
の
空
間
的
な
広
が
り
を
優
先
し
た
構
図
が
と

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
た
だ
し
、
こ
の
建
物
は　

尊
影
破
裂

43

に
描
か
れ
て
い
る
聖
霊
院
と
は
構
造
が
異
な
る
。
ま
た
、
こ
の
「
方
三
丈
の
御
殿
」

も
、
先
述
の　

の
「
三
間
四
面
の
堂
」
も
、
詞
の
記
述
と
画
中
の
表
現
に
齟
齬
が

36

見
ら
れ
る
点
に
問
題
が
残
る
。
詞
に
あ
る
「
大
樹
」
と
「
異
光
」
は
描
か
れ
て
い

な
い
。

【　

】
陵
山
鳴
動

38
﹇
詞
﹈
鎌
足
の
聖
霊
が
神
と
し
て
談
峯
に
降
臨
し
て
以
来
、
藤
原
氏
に
凶
事
が
あ

る
時
は
陵
山
が
鳴
動
し
、
異
光
が
顕
現
し
た
。
あ
る
時
は
、
そ
の
光
が
遠
く
三
笠

山
に
至
り
、
ま
た
、
あ
る
時
は
三
笠
山
も
同
じ
よ
う
に
光
を
発
し
た
と
い
う
。

﹇
絵
﹈
春
日
社
の
本
殿
と
三
笠
山
。

　
　

の
最
後
で
述
べ
た
異
な
る
表
現
の
山
の
左
に
色
紙
形
が
あ
り
、
そ
の
上
方
に
、

36
霞
の
合
間
か
ら
の
ぞ
く
よ
う
に
春
日
社
の
本
殿
と
三
笠
山
が
描
か
れ
る
。
三
笠
山

は
一
本
ず
つ
細
や
か
に
描
か
れ
た
木
々
の
集
合
体
と
し
て
表
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

う
し
た
描
写
は
「
春
日
権
現
験
記
絵
」
第
十
九
巻
第
一
段
の
春
日
社
の
背
景
や
春

日
曼
荼
羅
図
の
山
々
に
相
通
じ
る
表
現
で
あ
る
。
ま
た
、　

の
異
な
る
表
現
の
山

36

と
い
う
の
も
実
は
こ
れ
と
同
様
の
手
法
で
描
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
木
々
の
大

き
さ
に
よ
っ
て
遠
近
の
差
ま
で
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
表
現
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
部
分
は
既
に
春
日
社
周
辺
を
意
識
し
た
風
景
に
な
っ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
ち
ょ
う
ど　

の
色
紙
形
の
下
あ
た
り
で
談
峯
か
ら
春
日
へ
と

37

風
景
が
切
り
替
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
詞
の
い
う
「
光
」
は
描
か

れ
て
い
な
い
。

【　

】
興
福
伽
藍

39
﹇
詞
﹈
和
銅
三
年
（
七
一
〇
）
三
月
、
不
比
等
は
大
和
国
平
城
に
興
福
寺
金
堂
を

建
立
し
、
先
に
鎌
足
が
造
立
し
て
い
た
金
色
の
釈
迦
丈
六
像
お
よ
び
脇
侍
二
菩
薩

像
を
安
置
し
た
。

﹇
絵
﹈
興
福
寺
金
堂
（
中
金
堂
）
と
回
廊
。

　

下
之
二
巻
の
冒
頭　

か
ら　

ま
で
は
、
霞
と
金
雲
で
上
下
に
ほ
ぼ
二
分
さ
れ
た

29

38

画
面
の
中
で
展
開
す
る
構
成
で
あ
っ
た
が
、　

と
次
の　

は
画
面
の
天
地
一
杯
に

39

40

興
福
寺
の
金
堂
を
描
く
。　

の
金
堂
か
ら
は
左
右
に
回
廊
が
伸
び
て
い
る
が
、
興

39

福
寺
の
中
金
堂
は
五
間
四
面
の
重
閣
で
、
複
廊
式
の
回
廊
が
中
門
か
ら
中
金
堂
の

側
面
南
寄
り
の
部
分
に
達
し
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
こ
れ
は
中
金
堂
を
南
西
（
建

物
の
正
面
向
か
っ
て
左
手
前
）
か
ら
眺
め
下
ろ
し
た
も
の
で
あ
る
。
画
面
下
方
に

か
か
る
霞
と
金
雲
か
ら
の
ぞ
く
灯
籠
は
、
大
江
親
通
の
『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
に

「
金
銅
燈
爐
殿
一
基　

去
基
壇
二
丈
許
」
と
あ
る
も
の
に
該
当
す
る
か
と
思
わ
れ

る
。
た
だ
し
、
厳
密
に
言
え
ば
、
親
通
が
訪
れ
た
中
金
堂
は
創
建
当
初
の
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
回
廊
の
向
こ
う
側
に
多
数
の
僧
が
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

こ
れ
は
次
の　

の
維
摩
会
に
向
か
う
僧
た
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
ら
の
存
在
は

40

　

と　

の
二
つ
の
堂
を
結
び
つ
け
、
あ
た
か
も
両
者
が
一
連
の
伽
藍
内
に
あ
る
か

39

40

の
よ
う
に
見
せ
か
け
る
効
果
を
も
つ
。
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【　

】
修
維
摩
会

40
﹇
詞
﹈
興
福
寺
の
維
摩
會
は
、
鎌
足
の
遠
忌
で
あ
る
。
慶
雲
三
年
（
七
〇
六
）
十

月
、
不
比
等
が
城
東
の
邸
で
始
め
、
翌
年
は
廏
坂
寺
で
、
和
銅
二
年
（
七
〇
九
）

に
は
植
槻
寺
（
後
の
元
興
寺
）
で
修
し
、
同
七
年
（
七
一
四
）
か
ら
興
福
寺
で
修

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

﹇
絵
﹈
興
福
寺
の
維
摩
会
。

　

詞
は
城
東
の
不
比
等
邸
、
厩
坂
寺
、
植
槻
寺
で
の
維
摩
会
に
も
言
及
し
て
い
る

が
、
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
興
福
寺
で
の
維
摩
会
と
考
え
た
い
。　

で
は
外

39

観
を
見
せ
て
い
た
中
金
堂
が
、
こ
こ
で
は
吹
抜
屋
台
の
手
法
で
正
面
と
左
側
面
、

さ
ら
に
屋
根
も
取
り
払
っ
た
状
態
で
描
か
れ
、
完
全
に
内
部
を
見
せ
て
い
る
。
と

こ
ろ
で
、
こ
こ
に
安
置
さ
れ
て
い
る
釈
迦
像
お
よ
び
二
菩
薩
像
は
三
体
と
も
座
像

で
あ
る
が
、　

で
鎌
足
が
礼
拝
し
て
い
た
の
は
釈
迦
像
の
み
が
座
像
で
二
菩
薩
像

23

は
立
像
で
あ
っ
た
。
同
じ
像
で
あ
る
は
ず
な
の
に
表
現
が
異
な
っ
て
お
り
、
こ
の

間
に
何
ら
か
の
錯
誤
が
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
堂
の
周
囲
に
は
先
述
の
多
数

の
僧
の
ほ
か
、
画
面
左
下
方
に
地
面
に
座
る
僧
俗
六
名
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。

画
面
左
端
は
霞
と
金
泥
で
区
切
ら
れ
る
。

【　

】
実
性
僧
都

41
﹇
詞
﹈
紀
伊
国
那
賀
郡
の
人
で
あ
る
実
性
は
、
十
三
才
の
と
き
、
談
峯
に
登
り
玄

念
大
法
師
に
師
事
し
た
。
一
夏
の
間
、
延
暦
寺
の
玄
鑒
が
談
峯
に
逗
留
し
た
。
玄

鑒
が
帰
山
す
る
と
き
、
玄
念
は
小
童
の
実
性
を
預
け
、「
得
脱
修
学
の
後
に
談
峯

に
返
し
て
ほ
し
い
」
と
言
っ
た
。

﹇
絵
﹈
玄
念
が
小
童
の
実
性
を
玄
鑒
に
託
す
と
こ
ろ
。

　
　

の
金
堂
の
左
に
大
き
な
色
紙
形
が
あ
り
、
そ
の
下
に
玄
念
の
住
房
ら
し
い
建

40
物
が
描
か
れ
る
。
室
内
に
は
玄
念
と
ま
だ
稚
児
姿
の
実
性
、
こ
れ
と
向
か
い
合
う

玄
鑒
が
い
る
。
外
に
は
開
け
放
た
れ
た
門
が
描
か
れ
て
お
り
、
玄
鑒
と
実
性
が
出

て
い
く
こ
と
を
暗
示
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
画
面
下
方
に
は
土
坡
と
木
々
が
描

か
れ
、
山
中
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
。

【　

】
増
賀
上
人

42
﹇
詞
﹈
比
叡
山
の
増
賀
上
人
は
、
天
暦
二
年
（
九
四
八
）
八
月
二
日
の
夜
、
夢
を

見
た
。
川
の
流
れ
を
逐
っ
て
幽
谷
に
入
る
と
伽
藍
が
あ
る
。
そ
の
堂
の
西
南
の
縱

横
一
丈
余
り
の
平
地
に
、
頭
に
青
冠
を
戴
き
、
身
に
赤
裘
を
つ
け
、
左
手
に
経
巻
、

右
手
に
仙
杖
を
持
つ
老
翁
が
立
っ
て
い
る
。
前
後
に
は
天
童
と
天
女
が
立
っ
て
い

る
。
上
人
が
問
う
と
「
毘
耶
離
城
の
居
士
で
あ
る
」
と
言
い
、
こ
の
地
に
居
る
こ

と
を
勧
め
て
姿
を
消
し
た
。
そ
の
夢
か
ら
十
五
年
後
の
應
和
三
年
（
九
六
三
）
七

月
、
入
道
君
（
如
覺
、
藤
原
高
光
）
の
勧
め
で
始
め
て
談
岑
に
入
っ
た
増
賀
は
、

そ
こ
が
夢
に
見
た
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
居
士
が
立
っ
て
い
た
所
に
草
庵

を
結
ん
だ
。

﹇
絵
﹈
増
賀
上
人
が
夢
の
中
で
毘
耶
離
城
の
居
士
に
会
う
と
こ
ろ
。

　
　

の
色
紙
形
の
左
に
堂
が
あ
り
、
そ
の
前
に
広
が
る
平
地
の
左
隅
に
増
賀
と
居

41
士
ら
三
人
が
描
か
れ
る
。
居
士
は
詞
の
記
述
通
り
に
青
い
頭
巾
の
よ
う
な
も
の
を

被
り
、
背
に
虎
縞
模
様
の
赤
い
毛
皮
を
羽
織
り
、
左
手
に
経
巻
を
捧
げ
持
ち
、
右

手
に
杖
を
持
っ
て
い
る
。
居
士
の
前
で
は
緑
衣
を
着
た
愛
ら
し
い
童
子
が
増
賀
を
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見
上
げ
、
後
方
に
は
天
女
が
控
え
て
い
る
。
堂
は
懸
崖
造
で
、
深
山
幽
谷
ら
し
い

趣
を
醸
し
出
す
。
画
面
上
方
に
は
霞
と
金
雲
を
挟
ん
で
遠
山
も
描
か
れ
て
い
る
。

色
紙
形
は
絵
の
左
に
配
さ
れ
る
。

【　

】
尊
影
破
裂

43
﹇
詞
﹈
後
冷
泉
院
御
世
の
永
承
元
年
（
一
〇
四
六
）
正
月
二
十
四
日
酉
の
刻
、
尊

影
（
鎌
足
像
）
の
顔
に
破
裂
が
生
じ
た
。
二
月
一
日
、
寺
主
頼
春
が
参
洛
し
て
子

細
を
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
翌
日
か
ら
六
十
日
間
、
仁
王
講
筵
と
大
般
若
読
経
を
勤

め
る
よ
う
に
と
の
仰
せ
が
あ
っ
た
。
十
五
日
に
幣
使
が
来
て
、
告
文
と
礼
奠
を
供

え
た
。
こ
れ
以
降
、
尊
影
が
破
裂
す
る
た
び
に
必
ず
告
文
使
が
発
遣
さ
れ
た
。

﹇
絵
﹈
鎌
足
像
を
安
置
す
る
聖
霊
院
の
前
で
勅
使
が
告
文
を
読
み
上
げ
る
と
こ
ろ

（
図　

）。

11

　
　

の
色
紙
形
の
左
に
聖
霊
院
が
描
か
れ
、
そ
の
下
に
色
紙
形
が
配
さ
れ
る
。
本

42
殿
は
石
段
を
積
ん
で
一
段
高
く
な
っ
た
所
に
建
つ
。
正
面
の
石
段
下
に
鳥
居
が
あ

り
、
そ
の
前
で
勅
使
が
告
文
を
読
み
上
げ
て
い
る
。
そ
の
右
脇
に
い
る
の
は
寺
主

で
あ
ろ
う
。
周
囲
に
は
拝
殿
を
兼
ね
た
回
廊
が
巡
ら
さ
れ
、
そ
こ
に
も
何
人
か
の

僧
が
い
る
。

　

尊
影
破
裂
は
、
天
下
の
変
事
に
先
立
っ
て
山
上
が
鳴
動
し
、
鎌
足
像
が
破
裂
す

る
と
い
う
も
の
で
、
昌
泰
元
年
（
八
九
八
）
か
ら
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
ま

で
に
三
十
七
回
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
度
に
朝
廷
か
ら
勅
使
が
遣
わ
さ
れ
て
奉
幣
、

祈
謝
が
行
わ
れ
て
お
り
、
朝
廷
お
よ
び
藤
原
氏
に
対
し
て
多
武
峯
が
独
自
の
神
威

を
掲
揚
す
る
機
会
と
な
っ
た
。　

の
場
面
は
本
来
は
永
承
元
年
の
告
文
使
を
表
し

43

た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
こ
に
は
、
こ
の
よ
う
に
何
度
も
繰
り
返
し
発
遣
さ
れ
た

告
文
使
の
姿
も
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
社
殿
の
左
か
ら

画
面
下
方
に
広
が
る
風
景
も
含
め
て
、
本
図
は
参
詣
曼
荼
羅
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ

う
な
伽
藍
図
的
な
要
素
の
強
い
構
図
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
多
武
峯
の
威
信
を
最
も

誇
示
す
る
説
話
性
を
加
え
、
縁
起
の
巻
末
を
彩
る
に
ふ
さ
わ
し
い
画
面
と
な
っ
て

い
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　
「
多
武
峯
縁
起
絵
巻
」
四
巻
の
内
容
は
右
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
長
大

な
画
面
の
中
に
次
々
と
説
話
の
場
面
を
展
開
さ
せ
て
い
く
構
成
の
妙
は
極
め
て
興

味
深
い
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
は
８
藤
下
談
謀
と
９
婚
姻
作
昵
の
間
の
よ
う
に

絵
巻
の
画
面
転
換
と
し
て
は
不
自
然
な
表
現
が
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、

詞
書
の
成
立
、
絵
巻
の
成
立
と
伝
来
は
も
と
よ
り
そ
の
他
に
も
論
ず
べ
き
点
は
多
々

あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
別
稿
で
の
課
題
と
し
た
い
。

　　
　
　
（
注
）

１　

本
絵
巻
全
体
に
つ
い
て
の
言
及
が
見
ら
れ
る
の
は
、
管
見
の
限
り
で
は
次
の
二
件
の
み

で
あ
る
。
１
奈
良
国
立
博
物
館
編
集
・
刊
行
『
社
寺
縁
起
絵
』、
昭
和
五
十
年
（
同
書
に

は
全
巻
の
白
黒
図
版
と
中
野
玄
三
氏
に
よ
る
簡
略
な
解
説
が
収
録
さ
れ
て
い
る
）。
２
中
野

玄
三
「『
多
武
峯
縁
起
』
に
つ
い
て－

障
壁
画
社
寺
縁
起
絵
の
存
否
の
検
討－

」『
嵯
峨
美
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術
短
期
大
学
紀
要
』
十
五
号
、
一
九
八
九
年
。
な
お
、
本
絵
巻
全
体
の
カ
ラ
ー
図
版
は
、

奈
良
女
子
大
学
電
子
図
書
館
「
奈
良
女
子
大
学
画
像
原
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス　

奈
良
地
域
関

連
資
料
」
の
「
談
山
神
社
電
子
画
像
集
」（http

://m
ahoroba.lib.nara-w

u.ac.jp

）

で
平
成
十
六
年
三
月
よ
り
公
開
さ
れ
て
い
る
。

２　

本
絵
巻
の
詞
書
は
『
神
道
大
系　

神
社
編
五　

大
和
国
』（
神
道
大
系
編
纂
会
編
集
・

発
行
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
）
お
よ
び
注
１
掲
載
中
野
論
文
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

現
代
語
訳
が
近
々
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
（
塩
出
雅
「『
多
武
峯
縁
起
絵
巻
』
詞
書
現

代
語
訳
稿
（
上
）」『
武
庫
川
国
文
』
第
六
十
五
号
、
平
成
十
七
年
三
月
刊
行
予
定
）。

３　
『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
「
多
武
峯
縁
起
」
の
写
本
は
静
嘉
堂
文
庫
、
宮
内
庁
書
陵

部
、
京
都
大
学
を
は
じ
め
十
数
件
あ
る
。

４　

塩
出
雅
「『
多
武
峯
縁
起
』
訳
注
」『
武
庫
川
国
文
』
第
四
十
六
号
、
平
成
七
年
十
二
月
。

な
お
、
本
絵
巻
の
色
紙
形　

の
詞
は
二
つ
の
段
落
か
ら
な
る
。「
漢
文
縁
起
」
は
こ
れ
を
別
々

24

の
段
（　

と　

）
と
し
て
扱
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
以
降
の
番
号
に
は
ず
れ
が
生
じ
て
い

24

25

る
。

５　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
中
野
玄
三
氏
は
本
絵
巻
の
解
説
の
中
で
「
絵
巻
の
画
面
所
々
に
色

紙
形
を
設
け
、
こ
こ
に
漢
文
の
詞
を
書
く
点
に
、
壁
画
に
描
か
れ
た
古
い
多
武
峯
縁
起
の

存
在
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
（
注
１
掲
載
書
、
一
一
四
頁
）。
ま
た
、
河
原

由
雄
氏
も
「
こ
の
風
は
こ
と
ご
と
く
平
安
時
代
の
障
壁
画
の
形
式
に
倣
う
も
の
が
あ
っ
て
」

と
述
べ
て
い
る
（「『
多
武
峯
縁
起
』
と
南
都
絵
所
」『
別
冊
〈
歴
史
研
究
〉
神
社
シ
リ
ー

ズ　

談
山
神
社－

大
化
改
新
一
三
五
〇
年－

』
新
人
物
往
来
社
、
平
成
七
年
六
月
、
一
一

九
頁
）。

６　

こ
の
標
題
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
共
同
研
究
者
と
合
議
し
て
決
定
し
た
（
付
記

参
照
）。

（
付
記
）

　
　

本
稿
は
、
文
部
科
学
省
私
立
大
学
学
術
研
究
高
度
化
推
進
事
業
・
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

推
進
事
業
に
選
定
さ
れ
た
武
庫
川
女
子
大
学
の
「
関
西
圏
の
人
間
文
化
に
つ
い
て
の
総
合

的
研
究－

文
化
形
成
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン－

」（
平
成
十
六
年
度
よ
り
五
年
間
）
に
お
け

る
サ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
計
画
さ
れ
た
「
近
畿
諸
社
寺
に
関
わ
る
社
寺
縁
起

の
生
成
と
発
展
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
　

本
絵
巻
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
談
山
神
社
宮
司
川
南
勝
氏
、
同
元
宮
司
佐
藤
宇
祐
氏
、

奈
良
国
立
博
物
館
の
梶
谷
亮
治
氏
な
ら
び
に
中
島
博
氏
の
お
世
話
に
な
っ
た
。 

ま
た
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
共
同
研
究
者
で
あ
る
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
教
授
千
本
英
史
氏
、
武

庫
川
女
子
大
学
文
学
部
教
授
塩
出
雅
氏
か
ら
は
貴
重
な
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝

意
を
表
す
る
。
な
お
、
本
稿
掲
載
の
図
版
は
筆
者
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
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On the Tonomine Engi

Kimiko SHIODE

　　Tanzan Shrine is located in the city of Sakurai in Nara prefecture.  The shrine is dedicated to Fujiwara 

no Kamatari, who is the founder of the Fujiwara clan, and is the monastory of Kamatari.  The Tonomine 

Engi has been inherited in this shrine, and two thirds of the scrolls illustrates the biography of Kamatari. 　

The other part of the scrolls illustrates episodes on Tonomine tepmple and Kofukuji temple, on the two 

monks called Jissho and Zoga who lived in Tonomine, and the episodes related to the portrait image of 

Kamatari.　The present paper deals with the text and the illustrations of the whole 43 chapters of the 

illustrated scrolls, and summerizes the content of the scrolls.


